
2025年度
入学試験問題

CONTENTS
02…2025年度  一般選抜試験 [Ａ日程] 実技試験
03…2025年度  一般選抜試験 [Ｂ日程] 実技試験
04…2025年度  一般選抜試験 [Ｃ日程] 実技試験
05…2025年度  外国人留学生入学試験Ⅰ期・Ⅱ期 実技試験
06…2025年度  学校推薦型選抜試験 特待生選抜
07…2025年度  一般選抜試験 [Ａ日程] 学科選択 英語
09…2025年度  一般選抜試験 [Ｂ日程] 学科選択 英語
11…2025年度  一般選抜試験 [Ｃ日程] 学科選択 英語
13…2025年度  一般選抜試験 [Ｃ日程] 学科選択 国語
15…2025年度  一般選抜試験 [Ｂ日程] 学科選択 国語
17…2025年度  一般選抜試験 [Ａ日程] 学科選択 国語
19…2025年度  一般選抜試験 [解答例] 学科選択 英語
21…2025年度  一般選抜試験 [解答例] 学科選択 国語

美術学部　美術・デザイン学科



01



02

2025年度 実技試験問題
※2026年度試験内容については、必ず2026年度学生募集要項をご確認ください。

一般選抜試験 [Ａ日程]　デッサン選択

・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：180分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフ全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.伊予柑
b.スタイロキューブ
c.布
d.ワイヤー

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、c、dは切断、分解をせずに使用してください。
❸モチーフa、b、c、dは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹モチーフbに文字がプリントされている場合は、描いても描かなくても構
いません。
❺下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例

鉛筆デッサン作例

モチーフ例

モチーフ例
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一般選抜試験 [Ｂ日程]　デッサン選択

・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：180分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフ全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.かぼちゃ
b.レンガ
c.布
d.紙テープ

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、c、dは切断、分解をせずに使用してください。
❸モチーフa、b、c、dは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹モチーフdは引き出して使用しても構いません。
❺下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例 モチーフ例

鉛筆デッサン作例 モチーフ例



04

鉛筆デッサン作例 モチーフ例

一般選抜試験 [Ｃ日程]　デッサン選択

・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：180分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフ全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.レモン
b.耐火レンガ
c.タオル
d.ホース

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、c、d は切断、分解をせずに使用してください。
❸モチーフa、b、c、d は下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例 モチーフ例
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鉛筆デッサン作例 モチーフ例

外国人留学生入学試験Ⅰ期
・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：120分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフ全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a. 洋梨
b. 缶飲料
c. 布

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、cは開封、切断、分解をせずに使用してください。
❸モチーフa、b、cは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

外国人留学生入学試験Ⅱ期
・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：120分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフ全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.デコポン
b.紙パック飲料
c.布
d.ガラス球

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、c、dは切断、分解をせずに使用してください。
❸モチーフa、b、c、dは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹モチーフを固定するために、ねり消しゴムを使用しても構いません。
❺下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。 

鉛筆デッサン作例 モチーフ例
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学校推薦型選抜試験　特待生選抜
・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：120分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフを配置し、下記の条件に従って
鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.紫たまねぎ
b.箱
C.ペーパーナプキン

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、cは切断、分解をせずに使用してください。
❸モチーフa、b、cは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例 モチーフ例

鉛筆デッサン作例 モチーフ例
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2025年度　一般選抜試験 [Ａ日程]　　　学科選択� 英語 [100点/60分]　

― 1 ―

【１】対話文を読んで、問いに答えなさい。

問１　次の発話に対する受け答えとして最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  What does Thai food taste like？
①  It’s famous for its rich culture.
②  I like the jokes of the locals.
③  It tastes spicy.
④  I ate a full course meal.

2.  You don’t like sweet drinks, do you？
①  Yes. I never drink unsweetened drinks.
②  Yes. You drink it without sugar.
③  No. I prefer drinking tea without sugar.
④  No. You can drink sweet drinks.

3.  How can we get to Yokohama Red Brick Warehouse？
①  Yes. Go on discussing it.
②  No. This is the wrong way to do it.
③  This is a floor map of the warehouse.
④  Take the Minato Mirai Line.

問２　次の対話文において、（　　）に入る最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から 
一つ選び、その番号を答えなさい。

Mother: Did you remember （  １  ） pack your lunch for school today？
Son: Yes. But I think I （  ２  ） my water bottle.
Mother: Well, buy some tea from a vending machine （  ３  ）.
Son: OK, Mom. （  ４  ） be more careful next time.

1.  ①  on  ②  in ③  to ④  with

2.  ①  borrowed  ②  provided ③  appeared ④  forgot

3.  ①  further ②  fairly ③  later ④  lately

4.  ①  It’ll ②  I’ll  ③  You’ll ④  They’ll

D00733_A　{1}

― 2 ―

【２】問いに答えなさい。

問１　次の英文の指示に従って、50〜 80語程度の英語で書きなさい。

There are various types of smartphone cases available, such as clear cases, 
leather cases, extra-strong cases, wallet cases, and custom-designed cases. Give 
an example of a smartphone case you use or would like to use in your daily life. 
Explain its characteristics (design, color, material, functionality, etc.). What do you 
particularly like about your choice？

D00733_A　{2}

― 3 ―

問２　次の会話によると、話し手たちは現在どこにいることになるか。地図内に示さ
れた①〜⑥の中からそれぞれ一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Man: Excuse me, could you tell me the way to City Hall, please？
Officer:  Yes, sir. Go straight down this street two blocks. Then you’ll see the 

station. Turn left at the T-junction and go two more blocks. You’ll 
see it on the right.

Man: Thank you.

2.  Guest:  I seem to have misplaced my phone’s charging cable. Is there a place 
where I can buy one close by？

Concierge:  Yes, There’s a good electronics store nearby that has various types 
of charging cables.

Guest:  What a relief ! Could you point me in the right direction？
Concierge:  Sure. If you head out the front entrance and go straight one block, 

you’ll see the store on your right.

3.  Man:  I’m looking for an apartment with a nice balcony where I can relax.
Agent:  We have some units with spacious balconies that offer great views of 

the city.
Man:  That sounds great. Can I check one out？
Agent:  Certainly. Here’s a list of available units. If you’d like, I can show 

you around.

D00733_A　{3}

― 4 ―

【３】問いに答えなさい。

問１　次の日本語の意味と合うように、英文の（　　）に入る最も適切なものを、 
それぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  その会議に出席できるかどうかを私たちにお知らせください。
Please let us know （　　　　　） you will be able to attend the meeting.
①  what ②  which ③  or ④  if

2.  指定された検査項目をすべて調べる時間は残されていなかった。
There was no time （　　　　　） to check all the specified inspection items.
①  left ②  laid ③  rested ④  resolved

問２　次の英文の（　　）に入る最も適切なものを、それぞれ①〜④の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.  Ted （　　　　　） have come to see her yesterday.
①  going to ②  went to ③  ought to ④  used to

2.  Most of the students had （　　　　　） the Capitol building before.
①  ever not seen ②  never seen
③  neither seen ④  no seen

問３　次の英文について、それぞれ①〜⑤の語を正しく並べかえて空所を補い、文を
完成させなさい。そしてＡとＢに入る語の番号を、それぞれ選んで答えなさい。

1.   We hope （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） （　　B　　） （　　　　　）  
of the opportunity.
①  take ②  you ③  advantage ④  will ⑤  that

2.   The film （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） work of （　　B　　）  
（　　　　　） science fiction.
①  than ②  suspense ③  was ④  more ⑤  a

D00733_A　{4}



08

2025年度　一般選抜試験 [Ａ日程]　　　学科選択� 英語 [100点/60分]　

― 5 ―

問４　次の英文について、誤りのある箇所をそれぞれ下線部①〜③の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.  I s
①
aw the clerk c

②
leaner the front of the store early i

③
n the morning.

2.  He had to p
①

repare the m
②

eeting materials i
③
n the next morning.

3.  My family was so poor t
①
hat my mother worked two jobs w

②
hile r

③
aised our children.

問５　次の英文の下線部の誤りを正しく直す場合、それぞれ①〜④のどれが良いか。
適切なものを一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  My scheduled flight had already cancel due to bad weather.
①  canceled  ②  been canceled
③  had canceled ④  had been canceled

2.   While one students were absent due to food poisoning, some came to school in 
good spirits.
①  only ②  another ③  each ④  most

3.  He moved to Yokohama, whom he studied art.
①  which ②  why ③  where ④  what

D00733_A　{5}

― 7 ―

問１　文中の下線部 (1) industry と同じ強勢型を持つ語を、次の①〜④の中から一つ
選び、その番号を答えなさい。

①  discussion ②  excitement ③  pioneer ④  character

問２  文中の下線部 (2) it would be even bigger if it weren’t for online sites offering 
stolen versions of the comics. を日本語に訳しなさい。

問３  文中の下線部 (3) demand の “e” と同じ発音を持つ語を、次の①〜④の中から 
一つ選び、その番号を答えなさい。

①  recognize ②  headache ③  exist ④  educate

問４  文中の（  ４  ）に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  to ②  by ③  on ④  at

問５  文中の（  ５  ）に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  whoever ②  whenever ③  however ④  whatever

問６  文中の下線部 (6) genuine の意味に最も近いものを、次の①〜④の中から一つ 
選び、その番号を答えなさい。

①  official ②  vivid ③  fake ④  curious

D00733_A　{7}
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問７　本文の内容に関する次の説明で、正しいものには○を、誤っているものには×
を、それぞれ解答欄に書きなさい。

1.   Mantra株式会社は、マンガの国際的な需要に応えるために大手出版社よりも 
早くマンガ本を世に出している。

2.   多くの消費者は、AIがマンガ価格の引き下げに役立つことを期待している。
3.   日本翻訳者協会の会長は、AIが作品固有の属性を適切に捉えて作業をできるの

か疑いをもっている。

問８　本文の内容と一致する英文を完成させるために最も適切な表現はどれか。それ
ぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Mantra
①  is a large industry in Tokyo, which launched in 2020.
②  hopes that artificial intelligence will help save more patient lives.
③   has developed an AI system that enables multi-language translations of 
manga.

④  is racing with publishers to bring its comics to market faster.

2.  Hirai Yuki
①   has been working on cracking down on pirate ships.
②   says that the illicit sites aim at getting official versions in many languages.
③   hopes for a future where translators use new technology as a sort of co-
pilot.

④   ideally believes translators would be able to create a man-machine 
interface.

3.  According to this article, 
①   Mantra’s engine can respond to accidents by releasing bubbles.
②   faster translations would help tackle comics piracy issues.
③   the majority of readers turn to pirated versions online.
④   many consumers expect the spread of piracy to lower the price of comics.

問９　筆者は、弁護士の平井佑希が日本のマンガの未来について語っている言葉を 
引用している。ここで平井が述べている “such an ecosystem — a win-win for all”
とはどのようなものか。本文に基づき、“all” が指す４種類の関係者を含めて日本
語で説明しなさい。

D00733_A　{8}
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【４】次の英文を読み、問いに答えなさい。

Manga is a 14 billion-dollar (1) industry for Japan, but (2) it would be even bigger 
if it weren’t for online sites offering stolen versions of the comics. A Tokyo start-
up hopes artificial intelligence will come to the rescue.
Mantra, a Tokyo-based start-up launched in 2020, has developed a sophisticated 

AI system that specializes in multi-language manga translations. The company is 
racing to help publishers get out their comics faster to keep up with international  
(3) demand. Its engine scans the digital version of the original, removes the 
Japanese from speech bubbles, and inputs the translated text in a matter of 
minutes. All that’s left is fine-tuning （  ４  ） designers and editors.
Expediting translations would help tackle the piracy problem, experts say. 

Hirai Yuki, an attorney who has worked on piracy cases, says that quickly getting 
official versions online in many languages would take direct aim at illicit sites. He 
says readers will always seek （  ５  ） is available, so publishers “need to suppress 
this by releasing as many (6) genuine editions as quickly as possible.”
Cost is another major reason that some people turn to pirated versions, as they 

try to keep up with continuously released content. As AI reduces the manpower 
costs required for translation, many consumers are hoping it will help bring down 
manga prices.
But not everyone believes AI is ready to assume a pivotal role in the manga boom. 

Kamimura Saki, president of the Japan Association of Translators, says he doubts 
AI is up to the task of properly capturing the unique attributes of each work.
Attorney Hirai envisions a future in which translators use the new technology 

as a kind of co-pilot. He says, “It would be ideal if translators use AI as a tool — a 
partnership between human and machine. That way the fans could have access to 
not just famous titles, but niche ones, too.”　
Creators would have a smooth pipeline to keep delivering fresh content. Hirai 

believes it is vital “to create such an ecosystem — a win-win for all. What a 
wonderful world that would be.”

（出典 : John LaDue. “Japanese manga industry turns to AI in anti-piracy fight.” 
NHK WORLD-JAPAN. July 22, 2024.）

（出題の都合により、原文の一部を変更、割愛した）
【語注】
start-up (=start-up company)　新規事業開始の企業　　　come to the rescue　手助けをする
speech bubble　［マンガの］吹き出し　　　in a matter of minutes　わずか数分で
fine-tuning　微調整　　　expediting translations　翻訳の迅速化　　　piracy　著作権侵害
attorney　弁護士、法律家　　　illicit sites　違法な（ウェブ）サイト　　　pirated version　海賊版
pivotal role　極めて重要な役割　　　up to the task　職務（任務）を遂行する
envision　思い描く　　　co-pilot　副操縦士　　　niche　ニッチ、隙間
ecosystem　生態系、〈比喩的に〉ビジネスにおいて企業や団体が連携して共存共栄する仕組み

― 6 ―

【４】次の英文を読み、問いに答えなさい。

Manga is a 14 billion-dollar (1) industry for Japan, but (2) it would be even bigger 
if it weren’t for online sites offering stolen versions of the comics. A Tokyo start-
up hopes artificial intelligence will come to the rescue.
Mantra, a Tokyo-based start-up launched in 2020, has developed a sophisticated 

AI system that specializes in multi-language manga translations. The company is 
racing to help publishers get out their comics faster to keep up with international  
(3) demand. Its engine scans the digital version of the original, removes the 
Japanese from speech bubbles, and inputs the translated text in a matter of 
minutes. All that’s left is fine-tuning （  ４  ） designers and editors.
Expediting translations would help tackle the piracy problem, experts say. 

Hirai Yuki, an attorney who has worked on piracy cases, says that quickly getting 
official versions online in many languages would take direct aim at illicit sites. He 
says readers will always seek （  ５  ） is available, so publishers “need to suppress 
this by releasing as many (6) genuine editions as quickly as possible.”
Cost is another major reason that some people turn to pirated versions, as they 

try to keep up with continuously released content. As AI reduces the manpower 
costs required for translation, many consumers are hoping it will help bring down 
manga prices.
But not everyone believes AI is ready to assume a pivotal role in the manga boom. 

Kamimura Saki, president of the Japan Association of Translators, says he doubts 
AI is up to the task of properly capturing the unique attributes of each work.
Attorney Hirai envisions a future in which translators use the new technology 

as a kind of co-pilot. He says, “It would be ideal if translators use AI as a tool — a 
partnership between human and machine. That way the fans could have access to 
not just famous titles, but niche ones, too.”　
Creators would have a smooth pipeline to keep delivering fresh content. Hirai 

believes it is vital “to create such an ecosystem — a win-win for all. What a 
wonderful world that would be.”

（出典 : John LaDue. “Japanese manga industry turns to AI in anti-piracy fight.” 
NHK WORLD-JAPAN. July 22, 2024.）

（出題の都合により、原文の一部を変更、割愛した）
【語注】
start-up (=start-up company)　新規事業開始の企業　　　come to the rescue　手助けをする
speech bubble　［マンガの］吹き出し　　　in a matter of minutes　わずか数分で
fine-tuning　微調整　　　expediting translations　翻訳の迅速化　　　piracy　著作権侵害
attorney　弁護士、法律家　　　illicit sites　違法な（ウェブ）サイト　　　pirated version　海賊版
pivotal role　極めて重要な役割　　　up to the task　職務（任務）を遂行する
envision　思い描く　　　co-pilot　副操縦士　　　niche　ニッチ、隙間
ecosystem　生態系、〈比喩的に〉ビジネスにおいて企業や団体が連携して共存共栄する仕組み

※こちらの内容については、著作権保護のため
一部掲載を控えております。



09

2025年度　一般選抜試験 [Ｂ日程]　　　学科選択� 英語 [100点/60分]　

― 1 ―

【１】対話文を読んで、問いに答えなさい。

問１　次の発話に対する受け答えとして最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Could you please be quiet for a while？
①  Yes. We are already full.
②  Of course. Sorry to disturb you.
③  No. You don’t have to say it.
④  Sure. It’s quite full for me.

2.  What’s Father doing now？
①  Maybe he’s too late to do that.
②  Absolutely ! He’ll do it well.
③  Yes. He’ll go to the opening ceremony.
④  Perhaps he’s taking a bath.

3.  Where did you buy that nice bag？
①  At a flea market.
②  On the left side of the box.
③  I brought them from London.
④  I don’t care about the style.

問２　次の対話文において、（　　）に入る最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から 
一つ選び、その番号を答えなさい。

Boy1 :   （  １  ） you free this Sunday？ I’m planning a small gathering （  ２  ） my house.
Boy2 :  I think I can make it. What time does it （  ３  ）？
Boy1 :  Around 5 p.m. We’re going to do Nagashi Somen.
Boy2 :  （  ４  ） great ! I’ll bring some ingredients.

1.  ①  Are ②  Do ③  Will ④  Could

2.  ①  over ②  front ③  at ④  back

3.  ①  start ②  bring ③  hold ④  collect

4.  ①  It ②  What ③  Wonder ④  Sounds

D00734_B　{1}

― 2 ―

【２】問いに答えなさい。

問１　次の英文の指示に従って、50〜 80語程度の英語で書きなさい。

Wallets come in different designs, from slim cardholders to larger ones with 
multiple compartments. They can be made of leather, fabric, or synthetic materials, 
and come in a variety of colors and styles. Give an example of a wallet you use or 
would like to use. Explain its characteristics (design, color, material, functionality, 
etc.). What do you particularly like about your choice？

D00734_B　{2}

― 3 ―

問２　次の会話によると、話し手たちは現在どこにいることになるか。地図内に示さ
れた①〜⑥の中からそれぞれ一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Woman:  Excuse me. I lost my purse . . . maybe near the station. How can I 
find it？

Receptionist:  First you should report the loss. Go to the station office next door.
Woman:  Oh . . . Do I need to go through the gate？
Receptionist:  Tell the station staff. Then you can enter without paying. 

2.  Visitor:  Hello. Can I have 10 stamps for this size envelope, please？
Staff:  For standard size mail of 50 grams or less, is 110 yen. So, the total 

is 1100 yen.
Visitor:  OK. Here you are. By the way, where can I eat around here？
Staff:  There’s a restaurant . . . and a museum cafe nearby. Let me show 

you the location of both on this map.

3.  Resident:  Hi, I just moved in, and I don’t have a microwave. Do you know 
where I can buy one？

Manager:  There’s an electronics store nearby. They should have microwaves 
on the third floor.

Resident:  Oh, that’s convenient ! Can I walk there？
Manager:  Of course ! Just cross the intersection, and it’s right on the corner 

across from this building.

D00734_B　{3}
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【３】問いに答えなさい。

問１　次の日本語の意味と合うように、英文の（　　）に入る最も適切なものを、 
それぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  何ヶ月もの作業の後に、彼はついに庭を仕上げた。
After months of working, he （　　　　　　　） finished the garden.
①  gradually ②  simply ③  finally ④  silently

2.  彼女の家族の何名かは北海道に引っ越したとみられている。
Some of her family members are believed （　　　　　　　） to Hokkaido. 
①  moving ②  to move ③  be moving ④  to have moved

問２　次の英文の（　　）に入る最も適切なものを、それぞれ①〜④の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.   I wonder how I （　　　　　　　） the assignment by the deadline.
①  finish  ②  was finishing
③  will finish  ④  had to finish

2.  I （　　　　　　　） go fishing when I lived in the village, but I don’t anymore.
①  used to  ②  was used to
③  ought to  ④  supposed to

問３　次の英文について、それぞれ①〜⑤の語を正しく並べかえて空所を補い、文を
完成させなさい。そしてＡとＢに入る語の番号を、それぞれ選んで答えなさい。

1.   The game （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） （　　B　　）  （　　　　　） 
it rains tomorrow.
①  held ②  even ③  will ④  if ⑤  be

2.   This mall is （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） as （　　B　　） 
（　　　　　） in the neighboring prefecture.
①  as ②  mall ③  the ④  large ⑤  twice

D00734_B　{4}



10

2025年度　一般選抜試験 [Ｂ日程]　　　学科選択� 英語 [100点/60分]　

― 7 ―

問１　文中の下線部 (1) revenue と同じ強勢型を持つ語を、次の①〜④の中から一つ 
選び、その番号を答えなさい。

①  document ②  opinion ③  guarantee ④  procedure

問２  文中の下線部 (2) merchandise  の “ch” と同じ発音を持つ語を、次の①〜④の 
中から一つ選び、その番号を答えなさい。

①  machine ②  schedule ③  anarchy ④  mischief

問３  文中の（  ３  ) に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  at ②  on ③  as ④  to

問４  文中の下線部 (4) Original products have been developed by taking advantage of 
the 120,000 or so items in the museum’s collection を日本語に訳しなさい。

問５  文中の下線部 (5) properties の単数形 “property” の意味に最も近いものを、 
次の①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

①  land ②  item ③  prestige ④  budget

問６  文中の（  ６  ) に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  normally ②  gradually ③  melancholy ④  decreasingly

問７　本文の内容に関する次の説明で、正しいものには○を、誤っているものには×
を、それぞれ解答欄に書きなさい。

1.   北斎館では葛飾北斎の名作「男浪」を元にした友禅のハワイアンやボタンダウン
のシャツを毎年およそ三十着売り上げている。

2.   東京国立博物館のミュージアムショップは、日本国内の他の美術館や博物館へも
自館の商品を提供している。

3.   大澤夏美は、普段は美術館に来ない人々へのソーシャルメディアによる口コミ効
果の大きさを指摘している。

D00734_B　{7}
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問８　本文の内容と一致する英文を完成させるために最も適切な表現はどれか。それ
ぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  As for the Hokusai-kan Museum in Obuse, 
①   visitors can purchase some of the exhibits and take them home.
②   the merchandise becomes an admission of the museum’s name recognition.
③   its museum shop’s sales are equivalent to about 70% of museum admission 
revenue.

④   its admission fees make the museum shop a major source of revenue.

2.  The Tokyo National Museum
①   opened its second-hand museum shop in April 1990.
②   currently operates three stores on a 490-square-meter site.
③   runs all three stores by themselves.
④   boasts the largest products of any museum in Japan.

3.  According to Natsumi Osawa, 
①   museum shops make money through social communication gifts.
②   museum shops function as a means of public relations to increase visitor 
numbers.

③   museums must provide attractive product information on traditional 
media.

④   museums can lower their handles for people who do not visit museums.

問９　美術館・博物館が、独自の贈り物用商品を開発する目的を、本文の記述に 
基づき日本語で２点挙げなさい。

問 10　大西浩二は、来訪者が購入品を通して来館の思い出を楽しむことができると 
述べている。その際の具体的な購入品の使い方として、大西が言及していること
を本文の記述に基づき日本語で２点挙げなさい。

D00734_B　{8}
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問４　次の英文について、誤りのある箇所をそれぞれ下線部①〜③の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.   He a
①
sk me, “W

②
hich color do you want to use the m

③
ost？”

2.  C
①
ould you please take o

②
n your coat when e

③
ntering the conference room？

3.  She went o
①
n t

②
o explain the situation f

③
rom detail.

問５　次の英文の下線部の誤りを正しく直す場合、それぞれ①〜④のどれが良いか。
適切なものを一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  It wasn’t prize that they failed in their project.
①  surprise ②  surprising ③  surprised ④  surprisingly

2.  I finished my report by 10:00 tomorrow.
①  finish  ②  be finished
③  will have finished ④  will have been finished

3.  I is no denying that he is very efficient.
①  It ②  There ③  That ④  What

D00734_B　{5}
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【４】次の英文を読み、問いに答えなさい。

Museums are increasingly focusing on the development of original gift shop 
items that tie into their collections to boost (1) revenue and raise public interest.
“Artworks cannot be taken home, but (2) merchandise can,” said Toshinobu 
Yasumura , a museum director . “If the merchandise becomes a topic of 
conversation, the museum’s name recognition will increase, too.” Yasumura serves 

（  ３  ） the director of the Hokusai-kan Museum in Obuse, Nagano Prefecture. 
There, the museum shop’s sales equal about 70 percent of the museum’s revenues 
from admission fees, making the shop a major source of revenue. Every year, the 
museum sells about 30 yuzen Hawaiian and button-down shirts based on Katsushika 
Hokusai’s masterpiece, “Masculine Waves” for the ceiling of the Kanmachi festival 
float, which the ukiyo-e painter created in Obuse.
The Tokyo National Museum first opened its shop in April 1990. The museum 

now has three shops spread over 490 square meters, all run by an independent 
organization. These shops feature some of the largest selections of products of any 
museum in Japan, about 2,200 goods and 8,000 books. (4) Original products have 
been developed by taking advantage of the 120,000 or so items in the museum’s 
collection, which includes 89 national treasures and 649 important cultural  
(5) properties. 
Koji Onishi, a secretary-general of the museum, said, “Visitors can enjoy the 

memory of their visit to the museum for a long time by decorating their rooms 
with the tin featuring the national treasure or using it as a container for their 
belongings.”
Natsumi Osawa, a writer and lover of “museum goods,” said museum shops have 

increasingly generated revenue and served as public relations tools to increase 
visitor numbers through social media. “The word-of-mouth effect through social 
media is significant and if museums can provide information about attractive 
merchandise on social media, it can lower the hurdle for people who don’t （  ６  ） 
visit museums,” she said. “They might say, ‘If I can buy this, I would like to go to 
the museum.’”

（出典 : Satoru Kamibayashi. “Museum gift shops find success with unique souvenirs.”
The Asahi Shimbun. May 13, 2024.）

（出題の都合により、原文の一部を変更、割愛した）
【語注】
admission fee　入館料　　　yuzen(=yuzen-dyed)　友禅（染）の　　　“Masculine Waves”　男浪図
Kanmachi festival float　上町祭屋台　　　secretary-general　事務局長　　　tin　缶
public relations　広報活動、PR　　　word-of-mouth　口コミ
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【４】次の英文を読み、問いに答えなさい。
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There, the museum shop’s sales equal about 70 percent of the museum’s revenues 
from admission fees, making the shop a major source of revenue. Every year, the 
museum sells about 30 yuzen Hawaiian and button-down shirts based on Katsushika 
Hokusai’s masterpiece, “Masculine Waves” for the ceiling of the Kanmachi festival 
float, which the ukiyo-e painter created in Obuse.
The Tokyo National Museum first opened its shop in April 1990. The museum 

now has three shops spread over 490 square meters, all run by an independent 
organization. These shops feature some of the largest selections of products of any 
museum in Japan, about 2,200 goods and 8,000 books. (4) Original products have 
been developed by taking advantage of the 120,000 or so items in the museum’s 
collection, which includes 89 national treasures and 649 important cultural  
(5) properties. 
Koji Onishi, a secretary-general of the museum, said, “Visitors can enjoy the 

memory of their visit to the museum for a long time by decorating their rooms 
with the tin featuring the national treasure or using it as a container for their 
belongings.”
Natsumi Osawa, a writer and lover of “museum goods,” said museum shops have 

increasingly generated revenue and served as public relations tools to increase 
visitor numbers through social media. “The word-of-mouth effect through social 
media is significant and if museums can provide information about attractive 
merchandise on social media, it can lower the hurdle for people who don’t （  ６  ） 
visit museums,” she said. “They might say, ‘If I can buy this, I would like to go to 
the museum.’”

（出典 : Satoru Kamibayashi. “Museum gift shops find success with unique souvenirs.”
The Asahi Shimbun. May 13, 2024.）

（出題の都合により、原文の一部を変更、割愛した）
【語注】
admission fee　入館料　　　yuzen(=yuzen-dyed)　友禅（染）の　　　“Masculine Waves”　男浪図
Kanmachi festival float　上町祭屋台　　　secretary-general　事務局長　　　tin　缶
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2025年度　一般入選抜試験 [Ｃ日程]　　　学科選択� 英語 [100点/60分]　

― 1 ―

【１】対話文を読んで、問いに答えなさい。

問１　次の発話に対する受け答えとして最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Have you ever been to the Yokohama English Garden？
①  Yes, it is. I know it well. ②  No. I like Japanese curtains so much.
③  I visited there last fall.  ④  Maybe I should have been a gardener.

2.  Do you want some coffee？
①  Oh, yes. I’ll go some day. ②  Oh, no. We love a tea ceremony.
③  Of course I’m doing it. ④  Sure. I’d like that.

3.  How long did you wait there？
①  For about two hours. ②  It’s exactly five kilograms.
③  Twelve dollars. ④  I need a dozen of them.

問２　次の対話文において、（　　）に入る最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から 
一つ選び、その番号を答えなさい。

Customer: I’d （  １  ） to exchange this blouse. It’s a bit too small for me.
Clerk: No problem. Do you have the receipt （  ２  ） you？
Customer: Yes, here it is. Can I get a larger size （  ３  ）？
Clerk: Sure, I’ll check （  ４  ） we have it in stock.

1.  ①  want ②  like ③  help ④  use

2.  ①  with ②  within ③  of ④  off

3.  ①  internal ②  inherit ③  infinite ④  instead

4.  ①  what ②  at ③  if ④  however

D00735_C　{1}
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【２】問いに答えなさい。

問１　次の英文の指示に従って、50〜 80語程度の英語で書きなさい。

Umbrellas come in many different designs, such as foldable umbrellas, large 
umbrellas, automatic umbrellas, or even transparent ones. Some are decorated with 
patterns or bright colors, while others are plain. Give an example of an umbrella 
you use or would like to use. Explain its characteristics (design, color, material, 
functionality, etc.). What do you particularly like about your choice？

D00735_C　{2}

― 3 ―

問２　次の会話によると、話し手たちは現在どこにいることになるか。地図内に示さ
れた①〜⑥の中からそれぞれ一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Staff:  Hi, how can I help you？
Old man:  Here’s my prescription. Could you fill it for me, please？
Staff:  Sure. Please take a seat and wait for a while.

2.  Guest:  Do you have any half-day bus tours around the town center？
Concierge:  Today there’s a bus tour of old temples, a mall and a gallery.
Guest:  That sounds nice. Can I still join the tour？
Concierge:  Certainly. The bus starts from the bus terminal at the station and 

leaves from the front of this hotel at 1:05 p.m.

3.  Man:  Excuse me. I want a brush pen. Do you know where I can buy one 
near here.

Student:  A fude-pen？ You can buy one at the stationery shop near here. Turn 
right at the intersection there and go one block. You’ll see it on the 
left. But you may be able to find one cheaper in this convenience 
store.

Man:  Thank you very much.

D00735_C　{3}

― 4 ―

【３】問いに答えなさい。

問１　次の日本語の意味と合うように、英文の（　　）に入る最も適切なものを、 
それぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  人混みを避けるために、私たちは早めにスーパーに行きました。
We went to the supermarket early so （　　　　　） avoid the crowds.
①  as to ②  enough to ③  order to ④  going to

2.  午後 7 時以降、生徒が校舎内に留まることは禁止されている。
（　　　　　） students are allowed to remain in the school building after 7 p.m.
①  Any ②  Anyone ③  No ④  Nobody

問２　次の英文の（　　）に入る最も適切なものを、それぞれ①〜④の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.  The artist created his works in （　　　　　） own way.
①  him ②  his ③  them ④  theirs

2.   It’s high time the children （　　　　　） to bed.
①  goes ②  gone ③  went ④  will go

問３　次の英文について、それぞれ①〜⑤の語を正しく並べかえて空所を補い、文を
完成させなさい。そしてＡとＢに入る語の番号を、それぞれ選んで答えなさい。

1.   We （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） （　　B　　） （　　　　　） had 
been through.
①  what ②  he ③  understand ④  not ⑤  did

2.   The room is one of （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） （　　B　　） 
（　　　　　） stayed in.
①  ever ②　nicest ③　I’ve ④　rooms ⑤　the

D00735_C　{4}
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問４　次の英文について、誤りのある箇所をそれぞれ下線部①〜③の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.  I s
①
aw a little girl s

②
urrounding b

③
y dogs.

2.  N
①
ever h

②
ave I s

③
ee such a beautiful park.

3.  His f
①
ather’s health broke o

②
ff f

③
rom overwork.

問５　次の英文の下線部の誤りを正しく直す場合、それぞれ①〜④のどれが良いか。
適切なものを一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  The last train leave when I arrived at the station.
①  leaves ②  leaving ③  has left ④  had left

2.  She talks as if she known the secret.
①  know ②  knew ③  was known ④  have known

3.  I respect your decision why you choose.
①  which ②  how ③  whichever ④  what

D00735_C　{5}
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問１　文中の （  １  ） に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  tradition ②  traditional ③  philosophy ④  philosophical

問２  文中の下線部 (2) shapedの “a” と同じ発音を持つ語を、次の①〜④の中から一つ
選び、その番号を答えなさい。

①  shabby ②  shallow ③  vapor ④  collapse

問３  文中の下線部 (3) funerals の原形 “funeral” と同じ強勢型を持つ語を、次の 
①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

①  foundation ②  familiar ③  evidence ④  enormous

問４  文中の下線部 (4) intention の意味に最も近いものを、次の①〜④の中から一つ 
選び、その番号を答えなさい。

①  purpose ②  despair ③  emotion ④  conscience

問５  文中の下線部 (5) On entering, visitors are greeted by a folding screen made of 
mizuhiki and a curtain-like decoration adorned with countless Awaji-musubi を 
日本語に訳しなさい。

問６  文中の （  ６  ） に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  at ②  of ③  on ④  to

D00735_C　{7}
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問７  本文の内容に関する次の説明で、正しいものには○を、誤っているものには× 
を、それぞれ解答欄に書きなさい。

1.   ６人の水引作家は、様々な作品を手がける中で、和紙の色を深く探究してきた。
2.   廣瀬由利子は、ニュージーランドで開催された水引の展覧会における来場者の反

応に刺激を受けた。
3.   水引は手作りの工芸品であるため、高額な価格がつく可能性もある。

問８  本文の内容と一致する英文を完成させるために最も適切な表現はどれか。それ 
ぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Mizuhiki 
①   is a kind of decorative three-dimensional sculpture, shaped like animals 
and plants. 

②   is a deceiving knot tied in the form of a crane, turtle, pine tree, etc.
③   is composed of thin strings of Japanese washi paper and other materials.
④   is used to transport gifts given at ceremonies such as weddings and 
funerals.

2.  As for Jiyukajin Mizuhiki Museum,
①   it was pre-opened in April 2023.
②   it aims to exhibit and introduce various aspects of the craft.
③   the whole area displays similar types of mizuhiki.
④   it is also the name given to the paper strings used in the knots.

3.  Yuriko Hirose
①   is a mizuhiki artist and sister of the museum’s client.
②   played a supporting role in the early creative process of the works.
③   returned from New Zealand in 1999 and became a worker at a mizuhiki 
production company.

④   has worked on the decoration of inns in Ishikawa Prefecture since 2015.

問９　廣瀬香治は６人の水引作家が作る作品の例として何を挙げているか。彼の発言
に基づき、なるべく詳しく日本語で書きなさい。

問 10　廣瀬由利子が水引について望んでいることを、本文に基づき日本語で書きなさい。

D00735_C　{8}

― 6 ―

【４】次の英文を読み、問いに答えなさい。

Mizuhiki is a type of （  １  ） decorative knot, often (2) shaped like cranes, turtles, 
pine trees, bamboos and plums. They are made by knotting thin cords of Japanese 
washi paper and other materials and used to seal gifts given at ceremonies, such as 
weddings and (3) funerals.
Jiyukajin Mizuhiki Museum opened in April 2023 with the (4) intention of 

showcasing different aspects of the craft. (5) On entering, visitors are greeted 
by a folding screen made of mizuhiki and a curtain-like decoration adorned with 
countless Awaji-musubi , which is a type of knotting style. Further inside, an entire 
area is dedicated （  ６  ） displaying various kinds of mizuhiki, which is also the 
name given to the paper strings used in the knots.
Koji Hirose, the president of Jiyukajin, said, “Our six mizuhiki artists have 

worked on a variety of pieces, such as accessories and interior decorations that 
match the atmosphere in the room, and color requests have also increased [from 
our visitors].”
Yuriko Hirose, mizuhiki artist and sister of the museum’s president, played 

a pivotal role in the initial creating drive of the works. Yuriko became a fully 
fledged mizuhiki maker after she worked as an assistant at a mizuhiki exhibition 
held in New Zealand in 1999, and was inspired by the visitors’ reactions. Her 
career began with creating smaller items, such as accessories and phone straps. 
Since 2015, she has worked on decorating Japanese-style inns, or ryokan, in Ishikawa 
Prefecture and stores in the Higashi-chaya district, one of the popular tourist spots 
in Kanazawa. This has raised her profile.
As mizuhiki is a handmade craft, it can come with a hefty price tag. However, 

since May 2023, six kinds of everyday items, including hair ties and ear cuffs, have 
been available. Yuriko said, “I’m sure that young people have become interested 
[in mizuhiki] because Instagrammable pictures went viral. I want it to become 
something for daily life, not only for special occasions.”
（出典 : Hanami Wakamatsu. “Kanazawa Museum Dazzles Visitors with Varieties of Mizuhiki Works; 

200 Colorful Light Shades on Display.” The Japan News. August 5, 2024.）
（出題の都合により、原文の一部を変更、割愛した）

【語注】
knot　結び目、結ぶ　　　crane　鶴　　　pine　松　　　plum （=Japanese plum）　梅
folding screen　屏風　　　pivotal role　中心的役割　　　drive　推進、努力
fully fledged　一人前の　　　raise a profile　注目度を高める　　　hefty price　高額の
ear cuff　イヤーカフ（ピアスホールを必要としない耳に付ける C型の装飾品）
Instagrammable　インスタ映えする　　　go viral　（インターネットなどで情報が）急速に伝播する

D00735_C　{6}
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問
８�　

傍
線
部
（
Ｉ
）「
先
人
が
体
で
学
ん
で
得
た
大
切
な
習
慣
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。

問
９�　

①
異
文
化
接
触
に
お
い
て
生
じ
る
問
題
と
そ
の
克
服
に
つ
い
て
、
こ
の
文
章
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
と
め
な
さ
い
。
②
ま
た
、
現
代
日
本
社
会
の
多
文
化
共
生
に
お

い
て
生
じ
て
い
る
問
題
と
そ
の
克
服
に
つ
い
て
、
あ
な
た
自
身
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

理
由
と
と
も
に
述
べ
な
さ
い
。

第
二
問

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
に
関
す
る
、
次
の
①
～
③
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下

の
設
問
（
問
１
～
問
７
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、
本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し

た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

①
富
士
河
口
湖
町
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
周
辺
で
は
、
店
舗
の
上
に
富
士
山
が
乗
っ
た
よ
う
な
写
真

が
撮
影
で
き
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
な
ど
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
観
光
客
が
撮
影
の
た
め
に
、
交
通
量
の
多
い
道
路
を
横
断
し
た
り
、
私
有
地
に
無

断
で
入
っ
た
り
す
る
行
為
な
ど
が
あ
と
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
町
は
先
月
30
日
か
ら
店
舗
周

辺
の
歩
道
に
沿
っ
て
富
士
山
を
見
え
な
く
す
る
黒
い
幕
な
ど
を
設
置
す
る
工
事
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

21
日
は
、
午
前
８
時
ご
ろ
か
ら
黒
い
幕
を
張
る
工
事
が
行
わ
れ
、
作
業
員
た
ち
は
支
柱
に
通

し
た
鉄
製
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
長
さ
20
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
2.5
メ
ー
ト
ル
の
幕
を
固
定
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
午
前
11
時
ご
ろ
、
幕
の
設
置
が
終
わ
り
、
歩
道
か
ら
は
景
色
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
で
は
、「（

Ａ
）車

道
に
飛
び
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
英
語
で
書
か

れ
た
表
示
を
路
面
に
設
置
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

近
く
で
店
を
営
む
女
性
は
「
景
観
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
幕
を
設
置
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
状
況
に
な
っ
た
の
は
残
念
だ
。
観
光
で
成
り
立
っ
て
い
る
町
な
の
で
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
多
く
の
人
に
来
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

黒
い
幕
の
設
置
工
事
を
終
え
た
こ
と
を
受
け
て
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
の
都
市
整
備
課
は
、

「
観
光
客
の
安
全
や
近
隣
住
民
の
生
活
を
守
り
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
安
全
で
安
心
な
観
光

地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

幕
が
設
置
さ
れ
た
場
所
の
周
辺
を
訪
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
男
性
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
こ
の
場
所

を
知
り
ま
し
た
。
と
て
も
有
名
で
す
」
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
画

（
Ｂ
）

像
を
見
せ
な
が
ら
話
し
て
い

ま
し
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
訪
れ
た
男
性
は
「
幕
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
残
念
で
す

が
、
地
元
の
人
た
ち
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
い
る
な
ら
、
望
み
を
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
か
ら
訪
れ
た
男
性
は
「
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
安
心
で
き
た
り
、
心
地
よ
く

過
ご
せ
た
り
す
る
こ
と
は
観
光
よ
り
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

②
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
も
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
白
川
郷
の
あ
る
白
川
村

は
人
口
１
５
０
０
人
弱
。
そ
こ
に
年
２
０
０
万
人
近
く
が
訪
れ
ま
す
。

言
葉
や
文
化
の
壁
の
せ
い
か
、
マ
ナ
ー
を
守
ら
ず
、
常
識
で
は
考
え
ら

（
Ｃ
）

れ
な
い
よ
う
な
行
動

を
取
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
公
開
し
て
い
る
合
掌
造
り
家
屋
の
中
で
、
仏
壇
に
子
ど
も
が
上

が
っ
て
親
が
写
真
を
撮
る
。
い
ろ
り
に
足
を
突
っ
込
む
。
外
に
は
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
結
構
落

ち
て
い
る
。
合
掌
家
屋
は
特
に
火
に
弱
い
の
で
、
陰
で
吸
わ
れ
る
と
恐
怖
で
す
。

集
落
は
冬
、
き
れ
い
な
新
雪
で
絵
に
な
り
ま
す
が
、
雪
の
中
を
走
り
回
っ
て
、
家
の
裏
手
に

ま
で
入
り
込
ん
で
し
ま
う
。
雪
の
下
に
は
水
路
や
池
が
隠
れ
て
い
て
、
危
な
い
場
所
も
多
い
ん

で
す
。
春
に
雪
が
解
け
る
と
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
が
顔
を
出
し
ま
す
。
進
入
禁
止
や
禁
煙

を
伝
え
る
看
板
に
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
絵
文
字
）
を
入
れ
て
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

１
９
９
５
年
の
世
界
遺
産
登
録
後
、
観
光
で
集
落
に
入
り
込
む
車
が
急
増
し
ま
し
た
。
車
が

入
っ
て
く
る
と
、
停と

め
る
場
所
、
空
き
地
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
駐
車
場
に
使
う
空
き
地
を
つ

く
る
に
は
田
畑
を
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
る
。

Ｄ

合
掌
家
屋
は
農
山
村
の
景
観
が
あ
っ
て
こ
そ

世
界
遺
産
に
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

Ｅ

周
り
の
田
畑
も
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｆ

観
光
車
両
の
集
落
へ
の
乗
り
入
れ
規
制
を
10
年
前
か
ら
通

（
Ｇ
）

年
で
始
め
ま
し
た
。
車
が

入
っ
て
こ
な
い
と
、
集
落
内
の
駐
車
場
は
営
業
で
き
な
く
な
る
。
い
ろ
ん
な
事
情
か
ら
必
要
な

当
（
Ｈ
）座

の
お
金
を
駐
車
場
で
稼
ぎ
た
い
人
も
い
ま
す
。
駐
車
場
の
あ
る
店
は
売
り
上
げ
に
影
響
も

出
ま
す
。
つ
ら
い
よ
な
と
互
い
に
分
か
る
ん
で
す
。

そ
れ
で
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
一
軒
一
軒
回
っ
て
お
願
い
し
、
大
寄
り
合
い
で
規
制
を
決
め

ま
し
た
。
駐
車
場
が
増
え
れ
ば
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
「
危
機
遺
産
」
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

ご
先
祖
さ
ま
や
先
輩
方
が
努
力
し
て
今
に
つ
な
い
で
き
た
景
観
を
子
や
孫
に
胸
を
張
っ
て
渡
そ

う
。
そ
う
し
た
住
民
の
総
意
と
責
任
感
こ
そ
が
こ
の
決
断
を
さ
せ
た
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
お
客
さ
ま
の
あ
り
が
た
さ
が
身
に
し
み
ま
し
た
。「
よ
く
こ
こ
ま
で
合
掌
を
守
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
ね
」
と
の
言
葉
は
私
た
ち
の
誇
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
近
で
は
海
外
の
お
客
さ
ま
が
レ
ン
タ
カ
ー
で
来
て
空
き
地
に
無
断
駐
車
を
し
た
り
、
無
許

可
の
白
タ
ク
行
為
を
し
て
い
る
車
が
交
通
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

集
落
に
入
る
前
に
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
合
掌
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
か
や
、
守
っ
て
ほ
し
い
マ

ナ
ー
を
伝
え
ら
れ
る
場
所
づ
く
り
や
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

③
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
は
、
混
雑
や
マ
ナ
ー
違
反
の
問
題
を
伝
え
ま
す
。

私
が
住
む
京
都
市
な
ら
、市
バ
ス
の
混
雑
、清
水
寺
周
辺
の
渋
滞
、観
光
客
に
よ
る
舞ま
い

妓こ

パ
パ
ラ
ッ

チ
…
。
し
か
し
、
そ
れ
は
表
層
に
過
ぎ
ず
本
質
的
な
問
題
は
、
街

（
Ｉ
）

の
良
さ
を
生
み
出
し
て
き
た

構
造
が
変
質
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
京
都
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
で
し
た
。
観
光
需
要
の
急
速
な
高
ま

り
に
従
っ
て
街
中
に
宿
泊
施
設
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
そ
こ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
小
商
い
や
事
業
所
、

家
族
向
け
の
住
宅
が
立
地
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
の
建
設
バ
ブ
ル
に
よ
っ
て
旧
市
街
の
地
価
は
高
騰
し
ま
し
た
。
す
る
と
何
が
起
こ

る
か
。
現
に
住
ん
で
い
る
人
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本
当
は
そ
こ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
次

の
世
代
の
人
が
入
っ
て
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
市
民
が
住
め
な
い
街
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

も
と
も
と
京
都
の
街
中
に
は
染
め
屋
さ
ん
、
着
物
問
屋
が
あ
り
、
職
人
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。
大
家
さ
ん
も
近
所
に
い
て
、
皆
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
街
の
あ
り
方
自
体

が
観
光
に
よ
っ
て
急
速
に
変
わ
る
。
い
っ
た
ん
壊
れ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
の
は
難
し
く
な
り

ま
す
。

京
都
に
限
ら
ず
魅
力
的
な
観
光
都
市
と
は
、
住
民
の
日
常
生
活
と
観
光
領
域
が
接
し
て
い
る
、

ま
た
は
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
し
、
観
光
客
し
か
い
な
い
街
は
楽
し

く
な
い
で
し
ょ
う
。
混
ん
で
い
る
上
に
楽
し
く
な
い
と
感
じ
た
人
は
リ
ピ
ー
タ
ー
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
処
方
箋
を
考
え
る
際
、
基
本
と
す
べ
き
は
、
観
光
で
得
た
利
益
を

社
会
に
還
元
す
る
と
い
う
発
想
で
す
。
観
光
が
あ
る
こ
と
で
地
域
の
生
活
水
準
が
上
が
る
。
そ

う
い
う
循
環
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
欧
州
の
観
光
都
市
で
は
、
そ
う
い
っ
た
考
え
方
に
基
づ

い
て
官
民
連
携
の
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

短
期
的
な
対
症
療
法
の
一
つ
は
観
光
客
の
分
散
化
。
最
近
は
事
前
予
約
制
に
す
る
と
こ
ろ
が

増
え
ま
し
た
。
中
長
期
的
に
は
、宿
泊
施
設
を
質
と
量
の
両
面
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
政
策
で
す
。

例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
宿
泊
施
設
の
新
設
を
認
め
な
い
区
域
を
定
め
て
い

ま
す
。

重
要
な
の
は
調
和
、つ
ま
り
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
、異
な
る
音
が
響
き
合
っ

て
美
し
い
音
楽
が
生
ま
れ
ま
す
。
京
都
で
は
不

（
Ｊ
）

協
和
音
が
鳴
り
、
行
政
の
対
策
は
、
そ
の
音
量

を
下
げ
る
だ
け
。
京
都
の
場
合
、
製
造
業
も
強
く
、
観
光
の
み
で
食
べ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
抑
制
的
な
観
光
政
策
も
含
め
、
で
き
る
こ
と
は
多
い
は
ず
で
す
。

（
①
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ 

２
０
２
４
年
５
月
２
１
日
記
事
よ
り
抜
粋

　
　
　
　
　
　
　
　

②
・
③
東
京
新
聞
２
０
２
４
年
７
月
１
０
日
よ
り
）

問
１�　

傍
線
部
（
Ａ
）「『
車
道
に
飛
び
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
』
と
英
語
で
書
か
れ
た
表
示
」
は
、

な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
設
置
さ
れ
た
の
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
２�　

傍
線
部
（
Ｂ
）「
画
像
」
は
ど
の
よ
う
な
画
像
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
３�　

傍
線
部
（
Ｃ
）「
ら
れ
」
と
文
法
的
に
同
じ
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
番

号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

雨
に
降
ら
れ
て
、
全
身
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
た
。

２　

犯
行
の
現
場
を
、
近
所
の
住
人
に
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

３　

校
長
先
生
は
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
辞
め
ら
れ
る
そ
う
だ
。

４　

な
か
な
か
全
部
は
覚
え
ら
れ
な
い
。

５　

戦
乱
の
行
く
末
が
案
じ
ら
れ
る
。

問
４�　

Ｄ

・

Ｅ

・

Ｆ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

い
わ
ば　
　

２　

さ
ら
に　
　
　

３　

す
る
と　
　
　

４　

そ
こ
で

５　

だ
か
ら　
　

６　

た
と
え　
　
　

７　

ち
な
み
に　
　

８　

つ
ま
り

９　

で
も　
　
　

10　

と
こ
ろ
で　
　

11　

な
ぜ
な
ら　
　

12　

ま
ず

13　

ま
た
は　
　

14　

ま
る
で　
　
　

15　

も
し

問
５�　

傍
線
部
（
Ｇ
）「
通
年
で
」・（
Ｈ
）「
当
座
の
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
Ｇ
）「
通
年
で
」　　

�

１　

一
年
中　
　
　
　
　

２　

一
年
お
き
に　
　
　
　

�

３　

年
を
ま
た
い
で　
　

４　

年
限
を
決
め
て

（
Ｈ
）「
当
座
の
」　　

�

１　

将
来
の
た
め
の　
　

２　

さ
し
あ
た
っ
て
の　
　

�

３　

ま
と
ま
っ
た　
　
　

４　

自
由
に
使
え
る

問
６�　

傍
線
部
（
Ｉ
）「
街
の
良
さ
を
生
み
出
し
て
き
た
構
造
が
変
質
し
て
し
ま
う
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。
本
文
に
即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
７�　

③
の
文
章
に
は「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
比
喩
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、傍
線
部（
Ｊ
）

「
不
協
和
音
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
比
喩
は
何
か
。
本
文
中
の
表
現
を
指
摘
し
つ
つ
、
説

明
し
な
さ
い
。
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第
一
問　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
９
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

ロ
ン
ジ
ー
は
筒
状
の
腰
巻
で
あ
る
。（
注
１
）
ビ
ル
マ
の
男
は
い
つ
で
も
下
腹
あ
た
り
で
軽
く
結

び
留
め
る
。
バ
ン
ド
や
紐ひ
も

を
使
う
者
は
皆
無
で
、
ず
り
落
ち
そ
う
に
な
る
と
そ
の
つ
ど
巻
き
直

さ
れ
る
。
肉
体
労
働
中
は
面

（
Ａ
）

倒
な
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
迂う

回か
い

路ろ

敷
設
支
援
に
お
い
て
西

（
Ｂ
）

隈
に
し
く
ま

は
、

ロ
ン
ジ
ー
を
巻
き
直
す
労
務
者
の
姿
を
百
回
ほ
ど
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

敷
設
支
援
は
一
週
間
の
泊
ま
り
込
み
だ
っ
た
。
そ
の
二
日
目
の
朝
、
連
絡
要
員
と
し
て
走
り

回
っ
て
い
る
吉
岡
上
等
兵
が
思
い
が
け
ず
駆
け
て
き
た
。

「
所
長
殿
が
お
呼
び
で
す
。
先
ほ
ど
カ
ー
ジ
ー
部
落
長
が
飯
場
を
訪
ね
て
き
ま
し
て
」

作
業
道
は
昨
日
つ
け
ら
れ
た
。
下
草
を
刈
り
終
え
た
退
避
所
構
築
現
場
は
木
立
の
伐
採
に
か

か
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。「
作
業
を
続
け
て
い
ろ
」
と
言
い
置
い
て
西
隈
は
現
場
を
離
れ
た
。

時
間
的
に
考
え
れ
ば
、
カ
ー
ジ
ー
部
落
長
は
空
の
暗
い
う
ち
に
家
を
出
た
の
だ
ろ
う
。
山
の

八
つ
の
部
落
を
代
表
す
る
、
い
わ
ば
郡
長
で
あ
る
。
視
察
な
の
だ
っ
た
。

「
ご
用
命
に
よ
り
参

（
ア
）

り
ま
し
た
」

飯
場
は
対
空
監
視
哨し
ょ
う

が
置
か
れ
た
丘
の
裾

（
イ
）

に
設

（
ウ
）

け
ら
れ
て
い
た
。
急
造
宿
舎
と
大
天
幕
の
他

は
何
ひ
と
つ
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
森
で
あ
る
。「
ご
苦
労
」
と
答
礼
す
る
所
長
の
傍
ら
で
、

カ
ー
ジ
ー
部
落
長
は
妙
に
ほ
が
ら
か
な
顔
を
し
て
い
た
。

忙
し
い
と
こ
ろ
悪
い
が
ご
案
内
さ
し
あ
げ
よ
と
の
命
令
が
下
さ
れ
た
。
部
隊
間
の
調
整
は
毎

日
の
こ
と
で
所
長
も
暇
で
は
な
い
。
渡
辺
曹
長
を
う
な
が
す
と
即
座
に
隣
の
大
天
幕
へ
向
か
っ

た
。
そ
の
後
ろ
姿
を
カ
ー
ジ
ー
部
落
長
は
表
情
を
変
え
ぬ
ま
ま
見
送
っ
た
。

「
み
な
さ
ん
忙
し
そ
う
で
す
ね
」

「
忙
し
い
現
場
だ
か
ら
出
張
所
も
駆
り
出
さ
れ
た
の
だ
」

「
お
察
し
し
ま
す
。
で
す
が
西
隈
マ
ス
タ
ー
、
わ
た
し
に
も
責

（
Ｃ
）

務
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
か
と

は
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
別
に
迷
惑
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
あ
行
こ
う
」

迂
回
路
敷
設
支
援
に
出
て
い
る
山
の
労
務
者
は
二
十
二
名
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
人

数
で
あ
る
。
泊
ま
り
込
み
と
な
れ
ば
募

（
Ｄ
）

労
の
苦
労
も
ひ
と
し
お
で
、
出
張
所
は
倍
額
の
日
当
と

充
分
な
休
息
を
保
証
し
、
体
調
不
良
者
や
用
件
の
生
じ
た
者
は
い
つ
で
も
帰
宅
で
き
る
旨
も
確

約
し
、
か
つ
随

（
Ｅ
）

意
の
視
察
も
認
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

空
襲
ヒ

（
エ
）

ガ
イ
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
森
で
あ
る
の
が
唯
一
の
救
い
だ
ろ
う
。
さ
か
ん
な
鳥
の

さ
え
ず
り
は
山
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

作
業
道
を
進
ん
だ
先
に
労
務
者
た
ち
を
見
つ
け
て
カ
ー
ジ
ー
部
落
長
は
さ
っ
そ
く
声
を
か
け

た
。「
調
子
は
ど
う
か
」「
昨
夜
は
よ
く
眠
れ
た
か
」「
疲
れ
は
残
っ
て
い
な
い
か
」
と
い
っ
た
内

容
だ
っ
た
。
責
務
と
い
う
言
葉
は
決
し
て
大
げ
さ
で
は
な
い
。
労
務
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
顔
色
が

し
っ
か
り
と
確
認
も
さ
れ
て
い
た
。
気
配
を
強
い
て
た
と
え
る
な
ら
、
連
隊
を
観
閲
す
る
佐
官
の

そ
れ
で
あ
る
。
最
年
長
の
労
務
者
を
捕
ま
え
る
と
さ
ら
に
細
か
い
質
問
を
投
げ
る
の
だ
っ
た
。

「
昨
日
の
作
業
は
な
ん
だ
っ
た
」

「
草
刈
り
と
飯
場
周
辺
の
防
空
壕ご
う

掘
り
で
し
た
」

「
食
事
の
内
容
は
」

「
唐
辛
子
の
利
い
た
鶏
肉
と
、
粘
り
け
の
あ
る
米
と
、
兵
隊
さ
ん
が
よ
く
飲
む
汁
で
し
た
」

「
昼
寝
は
し
っ
か
り
取
っ
た
か
ね
」

「
取
り
ま
し
た
」

「
水
は
ち
ゃ
ん
と
浴
び
た
か
ね
」

「
日
暮
れ
前
に
川
ま
で
引
率
さ
れ
ま
し
た
」

「
何
か
困
っ
た
こ
と
は
な
い
か
ね
」

「
胃
が
少
し
も
た
れ
て
い
ま
す
」

ビ
ル
マ
人
の
食
事
は
一
日
二
度
で
、
そ
れ
も
お
お
む
ね
質
素
で
あ
る
。「
日
に
三
食
は
さ
す
が

に
多
す
ぎ
ま
す
」
と
続
け
ら
れ
た
言
葉
に
、
カ
ー
ジ
ー
部
落
長
は
生
真
面
目
な
声
を
返
し
た
。

「
多
か
ろ
う
と
絶
対
に
残
し
て
は
な
ら
な
い
。
夜
明
け
か
ら
日
暮
れ
ま
で
力
仕
事
が
続
く
の
だ

か
ら
ね
」

（
略
…
数
日
後
、
空
襲
の
救
護
に
労
務
者
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
カ
ー
ジ
ー

部
落
長
が
や
っ
て
来
た
。）

疲
れ
て
い
な
い
兵
隊
な
ど
い
な
い
。

輜し

重ち
ょ
う

兵
に
担
架
を
あ
ず
け
た
兵
隊
の
ひ
と
り
が
唐
突
に
へ
た
り
込
ん
だ
。
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
か
け
よ
う
と
し
た
手
が
あ

（
Ｆ
）

え
な
く
空
を
切
り
、
街
道
上
に
両
膝
を
つ
き
、
兵
隊
は
そ
の
ま
ま

立
ち
上
が
れ
な
く
な
っ
た
。
本
人
は
早
く
か
ら
体
調
不
良
に
気
づ
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
班

長
に
怒
鳴
ら
れ
た
く
な
い
一
心
で
自
分
を
叱し
っ

咤た

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
や

が
て
林
の
木
陰
に
寝
か
さ
れ
た
。

「
あ
ん
な
に
疲
れ
て
い
て
は
病
死
ど
こ
ろ
か
斃へ
い

死し

の
恐
れ
す
ら
あ
る
。
違
い
ま
す
か
、
西
隈
マ

ス
タ
ー
」

疲
れ
な
い
程
度
に
。

ビ
ル
マ
に
お
け
る
労
働
の
鉄
則
と
言
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
。
蚊
は
ど
こ
に
で
も
い
る
。
日
本

兵
の
体
に
も
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
予
防
策
を
講
じ
て
も
発
病
と
死
を
防
ぎ
き

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

「
日
本
の
兵
隊
さ
ん
の
体
力
と
気
力
に
は
敬
服
し
ま
す
。
戦
争
と
い
う
も
の
が
一
か
月
や
二
か

月
で
終
わ
る
も
の
な
ら
日
本
軍
は
間
違
い
な
く
世
界
一
強
い
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
ビ
ル
マ
で

の
戦
い
が
始
ま
っ
て
も
う
二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
兵
隊
さ
ん

が
病
死
し
た
で
し
ょ
う
。
辛
抱
を
美
徳
と
考
え
、
休
む
こ
と
を
罪
悪
の
よ
う
に
考
え
、
そ
う
し

て
体
を
壊
す
ま
で
働
い
て
し
ま
う
。
こ
れ
ほ
ど
愚
か
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

任
務
を
ま
っ
と
う
し
た
け
れ
ば
、
そ
し
て
戦
争
に
勝
ち
た
け
れ
ば
、
日
本
軍
も
昼
寝
の
習
慣

を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
ビ
ル
マ
人
に
染
ま
る
べ
き
で
あ
る
。
部
落
長
は
そ
う
言
っ
て
い

る
の
だ
っ
た
。

「
な
ん
で
し
た
ら
兵
隊
さ
ん
も
ロ
ン
ジ
ー
を
は
い
て
は
い
か
が
で
す
か
」

ロ
ン
ジ
ー
ほ
ど
簡
素
な
衣
服
も
な
か
な
か
あ
る
ま
い
。
そ

（
Ｇ
）

れ
を
も
っ
て
手
間
を
惜
し
む
国
民

性
の
象
徴
と
指
摘
す
る
向
き
は
一
面
の
事
実
し
か
見
て
い
な
い
。
通
気
性
を
確
保
し
な
が
ら
蚊

に
刺
さ
れ
に
く
い
と
い
う
意
味
で
は
ま
っ
た
く
完
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
兵
が
悩
ま
さ
れ
る
下

半
身
の
ヒ

（
オ
）

フ
病
と
も
ビ
ル
マ
人
は
無
縁
だ
っ
た
。

さ
ら
に
重
要
な
事
実
が
あ
る
。

肉
体
労
働
に
向
か
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ロ
ン
ジ
ー
は
満
足
な
駆
け
足
す
ら
許
さ
な
い
。
つ
ま
り

は
急
激
な
体
力
シ

（
カ
）

ョ
ウ
モ
ウ
を
許
さ
な
い
。
バ
ン
ド
の
類
を
通
す
た
め
の
施
し
が
な
さ
れ
な
い

の
も
、
そ
こ
に
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
運
動
で
結
び
目
が
ユ

（
キ
）

ル
む
た
び
に
ビ
ル
マ

人
は
一
息
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
西
隈
マ
ス
タ
ー
、
物
事
は
長
い
目
で
見
る
べ
き
で
す
。
あ
な
た
の
人
生
は
長
い
し
、
戦
争
の

先
も
長
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
が
本
番
と
い
う
噂う
わ
さ

も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
」

「
そ
う
し
た
こ
と
も
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
承
伏
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
日
本
軍
の
実
状
な

ど
あ
ん
た
は
他
人
事
と
し
て
見
て
い
れ
ば
い
い
の
だ
」

負
傷
者
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
発
進
す
る
と
弾
痕
の
埋
め
戻
し
に
動
く
人
々
が
に

（
Ｈ
）

わ
か
に
増

え
た
。
問
答
な
ど
し
て
い
る
時
間
は
な
か
っ
た
。

「
あ
ず
か
っ
た
労
務
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
俺
の
責
任
だ
。
昼
寝
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は

詫わ

び
る
。
だ
が
な
部
落
長
、
労
務
者
を
兵
隊
に
仕
立
て
て
い
る
よ
う
に
み
な
す
の
は
間
違
い
だ
。

た
と
え
労
務
者
が
我
々
に
染
ま
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
部
落
に
は
帰
す
。
全
員

を
元
気
な
ま
ま
帰
す
。
だ
か
ら
余
計
な
こ
と
は
吹

（
ク
）

聴
し
て
回
る
な
」

「
吹
聴
な
ど
し
ま
せ
ん
。
山
の
人
々
の
心
の
安
定
は
わ
た
し
の
仕
事
で
す
か
ら
」

先
ほ
ど
倒
れ
た
兵
隊
に
は
起
き
あ
が
る
兆

（
ケ
）

し
が
な
か
っ
た
。
懸
命
に
風
を
送
っ
て
い
た
仲
間

た
ち
は
、
カ
ー
ジ
ー
部
落
長
が
乗
っ
て
き
た
牛
車
に
目
を
留
め
る
と
御
者
に
声
を
か
け
た
。

乗
せ
て
あ
げ
な
さ
い
と
カ
ー
ジ
ー
部
落
長
は
迷
う
こ
と
な
く
命
じ
た
。
西
隈
の
通
訳
を
経
て

兵
隊
は
荷
台
に
横
た
え
ら
れ
た
。

「
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
救
護
に
手
を
カ

（
コ
）

せ
る
わ
け
で
す
か
ら
出
て
き
た
甲か

い斐
は
あ
り
ま
し
た
。

で
す
が
西
隈
マ
ス
タ
ー
、
あ
な
た
や
出
張
所
の
み
な
さ
ん
が
乗
っ
た
担
架
を
運
ぶ
よ
う
な
こ
と

は
で
き
る
な
ら
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」

怠
惰
に
見
え
る
ビ
ル
マ
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
疫
病
の
は
び
こ
る
地
に
お
け
る
知
恵
の
集
大

成
で
あ
る
。
先

（
Ｉ
）

人
が
体
で
学
ん
で
得
た
大
切
な
習
慣
で
あ
る
。
西
隈
の
顔
に
覚
悟
で
も
見
た
の

か「
く
れ
ぐ
れ
も
体
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」と
カ
ー
ジ
ー
部
落
長
は
牛
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

�

（
古
処
誠
二
『
ビ
ル
マ
に
見
た
夢
』
よ
り
）

（
注
１�

）
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
の
名
。
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
熱
帯
に
位
置
し
、
蚊
の
媒
介

す
る
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
多
数
民
族
の
名
で
も

あ
る
。

問
１�　

傍
線
部
（
ア
）
～
（
コ
）
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

（
ア
）
参
（
り
ま
し
た
）　
（
イ
）
裾　
　
　
　
　
　
（
ウ
）
設
（
け
ら
れ
て
）　
（
エ
）
ヒ
ガ
イ

（
オ
）
ヒ
フ　
　
　
　
　
　
（
カ
）
シ
ョ
ウ
モ
ウ　
　
（
キ
）
ユ
ル
（
む
）　
　
　
（
ク
）
吹
聴

（
ケ
）
兆
（
し
）　
　
　
　
（
コ
）
カ
（
せ
る
）

問
２�　

傍
線
部
（
Ａ
）「
面
倒
な
こ
と
お
び
た
だ
し
い
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

面
倒
で
な
い
は
ず
が
な
い

２　

面
倒
だ
が
し
か
た
な
い

３　

ひ
ど
く
面
倒
で
あ
る

４　

多
く
は
面
倒
で
あ
る

問
３�　

傍
線
部
（
Ｂ
）「
西
隈
」
の
日
本
軍
に
お
け
る
、
①
上
位
者
・
②
下
位
者
を
そ
れ
ぞ
れ
、

本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

問
４�　

傍
線
部
（
Ｃ
）「
責
務
」
の
内
容
を
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
５�　

傍
線
部
（
Ｄ
）「
募
労
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
、
推
測
し
て
書
き
な
さ
い
。

問
６�　

傍
線
部
（
Ｅ
）「
随
意
の
」・（
Ｆ
）「
あ
え
な
く
」・（
Ｈ
）「
に
わ
か
に
」
の
意
味
と
し
て

最�

も
適
切
な
も
の
を
、次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
Ｅ
）
随
意
の　
　
　

�

１　

定
期
的
な　
　

２　

義
務
的
な　
　

�

３　

突
然
の　
　
　

４　

思
う
ま
ま
の

（
Ｆ
）
あ
え
な
く　
　

�

１　

あ
い
に
く　
　

２　

ま
も
な
く　
　

�

３　

む
な
し
く　
　

４　

や
む
な
く

（
Ｈ
）
に
わ
か
に　
　

�

１　

急
に　
　
　
　

２　

徐
々
に　
　
　

�

３　

一
時
的
に　
　

４　

予
想
外
に

問
７�　

傍
線
部
（
Ｇ
）「
そ
れ
を
も
っ
て
手
間
を
惜
し
む
国
民
性
の
象
徴
と
指
摘
す
る
向
き
」
は
、

日
本
人
が
ビ
ル
マ
人
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
こ
と
を
表
す
か
。
端
的
に
示
す
漢
字
二

字
の
言
葉
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。



15

2025年度　一般選抜試験 [Ｂ日程]　　　学科選択� 国語 [100点/60分]　

ん
せ
い
」
と
三
十
二
回
も
呼
ん
だ
。
で
も
、「
は
な
」
が
休
ん
だ
日
に
は
、
た
っ
た
七
回
だ
っ
た
。

ふ
だ
ん
「
せ
ん
せ
い
」
は
呼
ば
れ
る
前
か
ら
巡
回
し
、
手
助
け
が
必
要
そ
う
な
子
に
は
、
何

ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
け
れ
ど
「
は
な
」
が
い
る
と
き
、「
せ
ん
せ
い
」
の
手
と
目
は
、
か

な
り
の
頻
度
で
「
は
な
」
に
集
中
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
他
の
子
ど
も
に
と
っ

て
快
い
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
「
は
な
」
が
特
別
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、「
せ
ん
せ
い
」
が
大

好
き
で
、
自
分
の
こ
と
を
見
て
い
て
ほ
し
い
子
ど
も
た
ち
が
納
得
す
る
の
は
難
し
い
。
子
ど
も

た
ち
は
「
せ
ん
せ
い
！
」
と
大
声
で
呼
び
か
け
続
け
る
。「
は
な
ち
ゃ
ん
こ
こ
に
お
い
で
よ
」
と

誘
っ
て
く
れ
る
子
が
い
る
一
方
で
、「
は
な
」
の
近
く
に
坐
る
の
を
好
ま
な
い
子
ど
も
も
い
る
。

あ
る
日
、
ち
い
さ
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。
帰
り
支
度
を
し
て
い
た
「
み
く
ち
ゃ
ん
」
が
、
自

分
の
ノ
ー
ト
が
か
ば
ん
に
入
っ
て
い
な
い
、
と
言
い
だ
し
た
の
だ
。
先
生
に
言
わ
れ
て
、「
み
く

ち
ゃ
ん
」
の
ま
わ
り
の
ロ
ッ
カ
ー
を
使
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、か
ば
ん
を
確
か
め
る
。「
り
ゅ

う
だ
い
く
ん
」
の
か
ば
ん
か
ら
、
ノ
ー
ト
が
二
冊
見
つ
か
る
。「
り
ゅ
う
だ
い
く
ん
」
は
「
み
く

ち
ゃ
ん
」
に
ノ
ー
ト
を
返
し
な
が
ら
、
自
分
が
間
違
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
、
と
主
張
し
た
。
横

か
ら
他
の
子
が
、「
は
な
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
口
を
は
さ
ん
だ
。

「
は
な
ち
ゃ
ん
か
も
」

「
ひ
ら
が
な
よ
め
な
い
し
、
は
な
ち
ゃ
ん
が
ま
ち
が
え
て
、
い
れ
た
か
も
」

数
分
後
、
外
で
幼
稚
園
バ
ス
に
乗
る
た
め
に
列
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
の
間
で
、「
さ
っ
き
、

は
な
ち
ゃ
ん
が
み
く
ち
ゃ
ん
の
ノ
ー
ト
、
り
ゅ
う
だ
い
く
ん
の
と
こ
に
い
れ
と
っ
た
ん
だ
っ
て
」

と
言
っ
た
子
が
い
た
。
私
の
耳
は
、
ひ
ゅ
っ
、
と
引
き
つ
け
ら
れ
る
。

「
ま
た
は
な
ち
ゃ
ん
？
」

「
え
ー
ま
た
？
」

「
ま
た
は
な
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
」

「
ま
た
？
」

「
い

（
Ｅ
）

つ
も
、
は
な
ち
ゃ
ん
の
せ
い
」

こ
こ
の
と
こ
ろ
雨
が
降
っ
て
い
な
か
っ
た
。
幼
稚
園
バ
ス
は
、
強
い
日
差
し
の
な
か
に
停と

ま
っ

て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
が
つ
け
て
あ
る
は
ず
だ
が
、
付
き
添
い
の
先
生
の
額
に
は
汗
が
ひ
か
る
。

そ
の
日
、
私
は
、
Ａ
国
か
ら
の
留
学
生
を
連
れ
て
き
て
い
た
。
彼
女
は
、
乗
車
す
る
「
は
な
」

を
見
送
っ
た
あ
と
、
少
し
泣
い
た
。

「
は
な
ち
ゃ
ん
が
可
愛
い
で
す
。
見
て
い
る
と
時
々
つ
ら
い
で
す
」

こ
の
留
学
生
は
、
自
分
が
し
た
く
て
す
る
こ
と
だ
か
ら
、
と
最
後
の
月
の
ア
ル
バ
イ
ト
代
は

受
け
取
ら
な
か
っ
た
。

「
は
な
」
は
、
自
ら
望
ん
で
日
本
に
来
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
身
の
意
志
の
結
果
と
し
て
、
圧

倒
的
に
理
解
不
能
な
状
況
に
身
を
置
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
幼
い
子
は
、
親
に
よ
る
人
生

の
選
択
を
拒
め
な
い
。「
い
つ
も
、
は
な
ち
ゃ
ん
の
せ
い
」
と
い
う
非
難
に
、「
は
な
」
は
言
い

返
せ
な
か
っ
た
。
い
ま
、「
は
な
」
は
日
本
語
で
は
声
を
持
た
ず
、

Ｆ

を
着
せ
ら
れ
た
こ
と

す
ら
知
ら
な
い
ま
ま
、真
面
目
な
顔
を
ま
っ
す
ぐ
前
に
向
け
て
い
る
。
幼
稚
園
バ
ス
が
発
車
す
る
。

光
と
陰
の
境
目
を
砂
が
舞
う
。
一
瞬
、
私
は
あ
の
三
角
形
の
薄
暗
が
り
に
戻
っ
て
い
る
。
外
の

光
の
な
か
を
、
顔
の
見
え
な
い
誰
か
が
走
っ
て
い
く
。

�

（
山
本
冴
里
『
世
界
中
で
言
葉
の
か
け
ら
を
』
よ
り
）

問
１�　

傍
線
部
（
Ａ
）「
そ
う
」
の
指
す
部
分
を
、
最
初
と
最
後
の
五
字
ず
つ
を
抜
き
出
し
て
答

え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
句
読
点
も
一
字
と
数
え
る
。

問
２�　

傍
線
部
（
Ｂ
）「
そ
う
い
う
子
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
子
か
。
答
え
な
さ
い
。

問
３�　

空
欄

Ｃ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
一

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

の
ん
び
り　
　

２　

し
ん
み
り　
　

３　

生
き
生
き　
　

４　

淡
々

問
４�　

傍
線
部
（
Ｄ
）「
て
い
る
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら

一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

彼
は
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
こ
れ
ま
で
二
回
入
賞
し
て
い
る
。

２　

子
ど
も
た
ち
は
今
宿
題
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

３　

あ
そ
こ
の
、
赤
い
セ
ー
タ
ー
を
着
て
い
る
人
は
、
ど
な
た
で
す
か
。

４　

教
室
の
時
計
が
壊
れ
て
い
る
。

問
５�　

傍
線
部
（
Ｅ
）「
い
つ
も
、
は
な
ち
ゃ
ん
の
せ
い
」
に
、
必
要
な
表
現
を
補
っ
て
、
こ
の

子
が
言
お
う
と
し
て
い
る
意
味
を
書
き
な
さ
い
。

問
６�　

空
欄

Ｆ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
答
え
な
さ
い
。

問
７�　
「
子
ど
も
は
大
人
の
鏡
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
も
し
こ
の
言
葉
が
本
文
の
内
容
に
も
あ

て
は
ま
る
と
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
言
動
は
現
代
社
会
の
ど
の
よ
う
な
面
を
映
し
出
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
簡
潔
に
述
べ
な
さ
い
。

問
８�　
「
は
な
」
に
対
す
る
筆
者
の
思
い
を
、
筆
者
自
身
の
幼
稚
園
の
記
憶
を
踏
ま
え
て
、
簡
潔

に
述
べ
な
さ
い
。

「
習
っ
て
い
な
い
」
か
ら
な
の
か
、「
習
っ
た
け
れ
ど
ま
だ
で
き
な
い
」
か
ら
な
の
か
、

日
本
語
で
の
「
指
示
が
わ
か
ら
な
い
」
か
ら
な
の
か
、
判
断
し
が
た
い
。

三
．�

他
の
子
ど
も
た
ち
と
の
関
係
が
、
う
ま
く
作
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

四
．�

迎
え
に
来
る
母
親
も
日
本
語
が
で
き
な
い
の
で
、「
今
日
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
、ど
う
だ
っ

た
」
と
い
う
や
り
と
り
が
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
母
親
も
不
安
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
．�
そ
の
子
は
、
一
時
、
お
昼
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
心
配
だ
。

こ
の
幼
稚
園
が
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
近

隣
の
関
係
す
る
幼
稚
園
に
も
、
参
照
で
き
る
例
は
な
か
っ
た
。

何
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
、
私
は
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、「
は

な
」
の
幼
稚
園
に
通
っ
た
。
Ａ
国
か
ら
来
て
い
た
留
学
生
を
ア
ル
バ
イ
ト
に
雇
い
、
連
れ
て
い
っ

て
、
先
生
の
指
示
を
Ａ
国
の
言
語
で
「
は
な
」
に
伝
え
て
も
ら
っ
た
り
、「
は
な
」
の
母
親
と
先

生
と
の
あ
い
だ
で
、通
訳
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
当
時
、幼
稚
園
の
関
係
者
す
べ
て
が「
は
な
」

の
た
め
に
心
を
く
だ
き
、「
は
な
」
の
た
め
に
時
間
を
使
い
、
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
た
こ

と
に
、
敬
意
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
で
も
、
そ
れ
で
も
、
そ
れ
は
「
は
な
」
に
も
彼
女

の
母
親
に
も
、
担
当
教
諭
に
も
、
か
な
り
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
日
々
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
「
は
な
」
は
、
当
初
、
自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
振
り
む
き
も
し
な
か
っ
た
。

反
抗
だ
の
敵
意
だ
の
と
い
っ
た
話
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
人
生
で
「
は
な
」
は
、
違
う
名
で

呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
母
親
の
再
婚
と
、
日
本
へ
の
引
っ
越
し
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
父
親

が
「
日
本
人
に
な
る
の
だ
か
ら
」
と
、
日
本
風
の
通
称
「
は
な
」
を
登
録
さ
せ
た
。
だ
か
ら
彼

女
自
身
は
ま
だ
、「
は
な
」
と
い
う
音
と
自
分
自
身
と
を
、
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
で
い
る
。
文
字

も
同
じ
だ
。「
は
な
」
の
ロ
ッ
カ
ー
や
靴
ば
こ
に
は
、「
は
な
」
が
そ
れ
を
自
分
の
も
の
だ
と
判

別
で
き
る
よ
う
、
き
り
ん
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
。

通
う
う
ち
に
、
い
く
つ
か
、
見
え
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
は
な
」
は
、
園
庭
あ
そ
び
の
と

き
に
は
、

Ｃ

と
し
て
い
る
。
日
本
語
の
能
力
不
足
に
よ
っ
て
支
障
が
出
る
こ
と
も
あ
る
が

（「
こ
っ
ち
だ
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
も
気
づ
か
な
い
）、状
況
は
、お
お
む
ね
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
把
握
で
き
（
ぐ
る
ぐ
る
回
さ
れ
る
太
い
縄
は
、
跳
べ
ば
い
い
）、
何
ら
か
の
ミ
ス
（
順
番
を
抜

か
す
）
を
し
た
と
し
て
も
、
動
き
を
通
し
て
修
正
（
他
の
子
に
身
体
を
動
か
さ
れ
る
と
、
次
は

順
番
を
守
る
こ
と
が
）
で
き
る
。

一
方
で
、
目
に
見
え
る
周
り
の
状
況
よ
り
も
、
言
語
へ
の
依
存
度
が
高
い
教
室
活
動
は
、
ず
っ

と
難
し
い
よ
う
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
外
遊
び
を
終
え
て
教
室
内
に
戻
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
、
先
生
か
ら
「
ク
レ
ヨ
ン
を
持
っ
て
、
椅
子
を
出
し
て
、
坐す
わ

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
指

示
が
あ
る
。「
は
な
」
が
先
生
に
付
き
添
っ
て
も
ら
っ
て
「
ク
レ
ヨ
ン
を
持
っ
て
」
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
で
き
た
と
き
に
は
、
他
の
子
ど
も
た
ち
は
と
う
に
席
に
つ
い
て

（
Ｄ
）

い
る
。

全
員
が
席
に
つ
い
た
あ
と
、先
生
は
「
み
ん
な
お
へ
そ
こ
っ
ち
む
い
て
る
？
」
と
問
い
か
け
る
。

そ
れ
は
「
ち
ゃ
ん
と
私
の
ほ
う
を
見
て
い
ま
す
か
？
」
の
意
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は
、
一

斉
に
「
は
ー
い
」
と
手
を
挙
げ
る
が
、「
は
な
」
は
、
突
っ
伏
し
て
し
ま
う
。「
お
へ
そ
」
か
ら

始
ま
る
、
先
生
と
他
の
子
ど
も
た
ち
と
の
や
り
と
り
の
連
鎖
と
学
習
に
、「
は
な
」
は
ま
っ
た
く

参
加
で
き
な
い
。
彼
女
が
や
り
と
り
に
加
わ
る
こ
と
は
な
い
。
外
を
見
た
り
、
廊
下
の
ほ
う
を

見
た
り
、「
い
な
い
い
な
い
バ
ア
」
を
す
る
か
の
よ
う
に
、
頭
を
ふ
っ
た
り
し
て
い
る
。

「
は
な
」
が
教
室
で
、
遅
れ
な
が
ら
も
他
の
子
の
動
き
を
追
い
か
け
る
に
は
、
一
対
一
で
の
助

け
が
必
要
だ
っ
た
。
折
り
紙
で
も
お
絵
か
き
で
も
工
作
で
も
、
何
を
描
く
べ
き
な
の
か
と
い
う

こ
と
や
、
は
さ
み
の
使
い
か
た
、
共
有
の
道
具
の
使
い
か
た
、
片
付
け
か
た
、
そ
う
し
た
一
つ

一
つ
を
、「
は
な
」
は
日
本
語
で
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
必
然
的
に
先
生
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
「
は
な
」
に
付
き
添
う
こ
と
に
な
っ
た
。

い
ち
ど
、
数
え
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
机
に
つ
い
て
は
さ
み
や
紙
、
ク
レ
ヨ
ン
を
つ
か
う
作

業
の
と
き
、
十
五
分
た
ら
ず
の
う
ち
に
「
は
な
」
を
の
ぞ
く
教
室
の
他
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
せ
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第
一
問　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
７
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

週
が
明
け
て
も
、
会
社
で
河
島
に
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
河
島
は
外

出
と
会
議
ば
か
り
で
、
ほ
と
ん
ど
デ
ス
ク
に
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
正
雄
を
避
け
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
た
。
月
曜
朝
礼
の
と
き
で
も
、
各
部
長
が
順
番
に
業
務
連
絡
と
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を

す
る
際
、
正
雄
と
目
を
合
わ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
だ
。

も
っ
と
も
正
雄
も
避
け
て
い
た
。
声
を
か
け
た
い
な
ら
、
出
社
し
た
と
き
に
つ
か
つ
か
と
デ

ス
ク
ま
で
行
き
、
お
め
で
と
う
と
言
え
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
誰
も
見
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
、
そ
っ
と
済
ま
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
先
送
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

局
内
に
は
河
島
新
体
制
へ
と
向
か
う
空
気
が
醸

（
ア
）

し
出
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
み
ん
な
が
な
ん
と

な
く
河
島
の
方
を
向
い
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
と
く
に
落
ち
着
か
な
い
の
は
部
課
長
た
ち
で
、

新
局
長
が
ど
の
よ
う
に
ソ

（
イ
）

シ
キ
を
変
え
る
の
か
、
そ
の
と
き
自
分
は
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
置
か

れ
る
の
か
を
気
に
し
て
い
た
。
加
藤
な
ど
は
、
初
め
は
強

（
Ａ
）

気
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
が
、
は
た

目
に
も

Ｂ

し
て
い
た
。
異

（
ウ
）

動
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
だ
。
原
田
は
そ
ん
な
こ
と
は

さ
せ
な
い
と
言
っ
て
い
た
も
の
の
、
正
雄
も
そ
れ
が
気
が
か
り
で
な
ら
な
い
。

一
度
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
、
海
外
事
業
部
担
当
役
員
の
白し
ら
は
た幡
と
一
緒
に
な
っ
た
。
正
雄
を
見
る

と
は
っ
と
し
て
、「
お
う
」
と
憂

（
エ
）

い
を
含
ん
だ
目
で
声
を
か
け
て
き
た
。

「
元
気
で
や
っ
て
る
か
」

「
え
え
、
お
か
げ
さ
ま
で
」
正
雄
が
微ほ
ほ

笑え

ん
で
会
釈
す
る
。

そ
れ
で
会

（
Ｃ
）

話
は
途
切
れ
た
が
、
別
の
階
で
人
が
降
り
、
二
人
だ
け
に
な
る
と
、
白
幡
が
口
を

開
い
た
。

「
君
が
営
業
局
長
の
選
に
漏
れ
た
の
は
お
れ
も
残
念
だ
が
、
船
の
キ
ャ
プ
テ
ン
は
一
人
だ
。
二

人
は
い
ら
ん
。
腐

（
オ
）

ら
ん
で
く
れ
」

「
わ
か
っ
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
で
、
ど
う
す
る
ん
だ
。
次
の
ポ
ス
ト
は
決
ま
っ
た
の
か
」

「
い
い
え
。
原
田
さ
ん
か
ら
提
示
は
さ
れ
て
ま
す
が
、
ま
だ
考
え
て
ま
せ
ん
。
白
幡
さ
ん
が
引
っ

張
っ
て
く
だ
さ
る
の
な
ら
、
海
事
に
だ
っ
て
行
き
ま
す
が
」

正
雄
が
お

（
Ｄ
）

ど
け
て
言
っ
た
。
白
幡
は
男
気
の
あ
る
役
員
で
、
前
か
ら
好
き
だ
っ
た
。

「
い
や
、
そ
れ
は
ど
う
か
な
…
…
」
白
幡
が
急
に
口
ご
も
っ
た
。「
君
は
確
か
に
欲
し
い
戦
力
で

は
あ
る
が
、
い
ざ
海
外
事
業
部
に
引
っ
張
る
と
な
る
と
、
そ
れ
な
り
の
ポ
ス
ト
を
用
意
し
な
き
ゃ

な
ら
ん
し
、
だ
い
い
ち
局
長
が
何
て
言
う
か
…
…
」

何
や
ら
ア

（
カ
）

セ
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

「
い
や
、
冗
談
で
す
か
ら
。
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

「
な
ん
だ
、
冗
談
か
。
お
ど
か
す
な
」

白
幡
が
顔
を
し
か
め
、
苦
笑
す
る
。
正
雄
の
肩
を
叩た
た

く
と
役
員
フ
ロ
ア
で
降
り
て
行
っ
た
。

実
を
言
う
と
少
し
だ
け
期
待
し
て
い
た
。
ほ
か
の
役
員
が
正
雄
を
引
き
上
げ
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
。
そ
の
一
番
手
が
白
幡
だ
っ
た
。
彼
で
無
理
な
ら
、
も
う
可
能
性
は
な
い
。

正
雄
は
ま
た
気
持
ち
が
シ

（
キ
）

ズ
ん
だ
。

Ｅ

現
場
か
ら
去
る
と
き
が
来
た
。
総
務
へ
行
く
か
、

子
会
社
へ
行
く
か
。
選
ぶ
と
し
た
ら
、
出
来
る
だ
け
河
島
と
顔
を
合
わ
せ
な
く
て
済
む
場
所
が

い
い
。
総
務
だ
と
同
じ
新
館
ビ
ル
だ
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
鉢

（
ク
）

合
わ
せ
す
る
こ
と
も
あ
る
。

子
会
社
だ
と
旧
館
ビ
ル
な
の
で
、
メ

（
ケ
）

ッ
タ
に
会
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
と
な
る
と
、
子
会
社
の

専
務
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
ん
と
侘わ
び

し
い
こ
と
か
。
か
つ
て
は
営
業
の
エ
ー
ス
と
言
わ
れ
た
自
分
が
、
こ
ん
な
こ
と
で

身
の
振
り
方
を
決
め
る
と
は

―
。
ま
た
今
夜
も
飲
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

デ
ス
ク
に
戻
り
、
書
類
に
目
を
通
し
て
い
る
と
、
原
田
が
や
っ
て
来
た
。
空
い
て
い
る
椅
子

を
引
っ
張
り
、
隣
に
座
る
。

「
お
い
植
村
。
お
ま
え
、
今
度
の
人
事
の
発
表
が
あ
る
ま
で
休
め
。
休
暇
だ
」
薮や
ぶ

か
ら

Ｆ

に�

言
っ
た
。

「
休
暇
？　

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

「
お
ま
え
、
消
化
し
て
な
い
有
給
休
暇
が
何
日
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
総
務
か
ら
の
提
案
で
、
営

業
局
の
有
休
消
化
率
を
少
し
で
も
上
げ
る
た
め
に
、
こ
こ
で
植
村
部
長
に
休
ん
で
も
ら
お
う
っ

て
、
そ
う
い
う
話
に
な
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
一
週
間
ほ
ど
ま
と
め
て
休
め
。
い
い
話
だ
ろ
う
」

「
え
え
、
し
か
し
…
…
」

正
雄
は
困
惑
し
た
。
気
を
遣
っ
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
仕
事
も
あ
る
中
、
一
週
間
は
無
茶

で
あ
る
。

「
残
務
整
理
は
加
藤
に
任
せ
ろ
。
メ
ー
ル
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
ど
こ
か
ら
で
も
指
示
は
出
せ
る
」

「
は
あ
…
…
」

「
夫
婦
で
温
泉
旅
行
で
も
し
て
、
カ
ミ
さ
ん
孝
行
し
た
ら
ど
う
だ
」

返
事
に
キ

（
コ
）

ュ
ウ
し
て
い
る
と
、
原
田
は
「
で
、
そ
の
間
に
次
の
行
先
決
め
て
お
く
よ
う
に
な
」

と
言
っ
て
肩
を
叩
き
、
大
股
で
去
っ
て
行
っ
た
。

　

白
（
Ｇ
）

幡
、
原
田
と
立
て
続
け
に
叩
か
れ
た
肩
が
、
軽
く
痺し

び

れ
て
い
た
。

�

（
奥
田
英
朗
「
我
が
家
の
ヒ
ミ
ツ
」
よ
り
）

問
１�　

傍
線
部
（
ア
）
～
（
コ
）
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

（
ア
）
醸
（
し
）　
　
　
（
イ
）
ソ
シ
キ　
　
　
　
（
ウ
）
異
動　
　
　
　
　
（
エ
）
憂
（
い
）

（
オ
）
腐
（
ら
ん
で
）　
（
カ
）
ア
セ
（
っ
て
）　
（
キ
）
シ
ズ
（
ん
だ
）　
（
ク
）
鉢
合
（
わ
せ
）

（
ケ
）
メ
ッ
タ
（
に
）　
（
コ
）
キ
ュ
ウ
（
し
て
）

問
２�　

傍
線
部
（
Ａ
）「
強
気
な
こ
と
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
簡
潔
に
書

き
な
さ
い
。

問
３�　

Ｂ

・

Ｅ

・

Ｆ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ｂ
　

�

１　

い
そ
い
そ　
　

２　

う
き
う
き　
　

３　

そ
わ
そ
わ　
　

４　

ま
ご
ま
ご

Ｅ
　

�

１　

い
き
な
り　
　

２　

い
よ
い
よ　
　

３　

い
ま
こ
そ　
　

４　

よ
う
や
く

Ｆ
　

�

１　

中　
　
　
　
　

２　

棒　
　
　
　
　

３　

刀　
　
　
　
　

４　

蛇

問
４�　

傍
線
部
（
Ｃ
）「
会
話
は
途
切
れ
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
最
も
適
切

な
も
の
を
、
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

今
回
の
人
事
に
つ
い
て
何
を
言
う
べ
き
か
、
白
幡
が
考
え
て
い
た
か
ら
。

２　

お
互
い
に
話
し
た
い
こ
と
は
あ
る
が
、
人
目
が
あ
っ
た
か
ら
。

３　

白
幡
が
自
分
の
部
署
に
誘
っ
て
く
れ
な
い
か
と
、
正
雄
が
待
っ
て
い
た
か
ら
。

４　

役
員
に
対
し
て
正
雄
か
ら
話
し
か
け
な
い
の
が
礼
儀
だ
か
ら
。

問
５�　

傍
線
部
（
Ｄ
）「
お
ど
け
て
」
言
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
正
雄
の
心
情
に
即
し
て
簡
潔
に
書

き
な
さ
い
。

問
６�　

傍
線
部
（
Ｇ
）「
白
幡
、
原
田
と
立
て
続
け
に
叩
か
れ
た
肩
が
、
軽
く
痺し
び

れ
て
い
た
」
に

つ
い
て
、
次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
白
幡
、
原
田
の
二
人
は
、
な
ぜ
、
正
雄
の
肩
を
叩
い
た
の
か
。

②�

そ
の
肩
が
痺
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
正
雄
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
か
。

問
７�　

本
文
に
登
場
す
る
人
物
の
う
ち
、河
島
と
植
村
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
。
説
明
し
な
さ
い
。

第
二
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
８
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

幼
稚
園
に
は
、
二
階
か
ら
外
の
園
庭
に
お
り
ら
れ
る
、
長
い
す
べ
り
台
が
あ
っ
た
。
き
っ
と

す
べ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、そ
の
感
触
は
覚
え
て
い
な
い
。
記
憶
に
あ
る
の
は
、

す
べ
り
台
の
下
の
、
ち
い
さ
な
三
角
の
場
所
だ
。
そ
の
薄
暗
が
り
に
は
、
事
務
机
や
季
節
外
れ

の
遊
具
が
詰
め
こ
ま
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
わ
ず
か
な
隙
間
も
残
っ
て
い
る
の
を
、
か
く
れ
ん
ぼ

の
途
中
に
見
つ
け
て
い
た
。
し
ゃ
が
ん
で
入
る
と
、
な
か
は
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
る
。
だ
ん
ご

虫
が
ゆ
っ
く
り
と
這は

う
。
て
の
ひ
ら
で
、
お
や
つ
の
ド
ロ
ッ
プ
が
溶
け
て
い
く
。
し
め
っ
た
土

の
に
お
い
が
す
る
。
私
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら
、
だ
れ
か
が
、
外
の
眩ま
ぶ

し
い
光
の
な
か
を
駆
け

て
い
く
。
そ
れ
が
は
じ
め
て
の
記
憶
。

そ
の
頃
か
ら
時
が
経
っ
て
、
ま
た
幼
稚
園
と
い
う
場
所
に
入
っ
た
の
は
、
園
と
市
と
、
外
部

団
体
と
で
行
う
英
語
イ
ベ
ン
ト
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
だ
っ
た
。「
ね
え
、
新
し
い
せ
ん
せ
い
？
」

と
か
、「
だ
れ
の
マ
マ
？
」
と
か
、
す
れ
違
う
子
ど
も
た
ち
に
、
訊き

か
れ
る
年
齢
に
な
っ
て
い
た
。

園
の
先
生
た
ち
と
向
か
い
あ
い
、
子
ど
も
用
の
ち
い
さ
な
椅
子
で
、
自
己
紹
介
を
す
る
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
す
み
ま
せ
ん
、
英
語
教
育
は
専
門
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

本
来
の
専
門
は
日
本
語
教
育
で
す
。
そ

（
Ａ
）

う
言
う
と
、
う
ち
に
も
「

（
Ｂ
）そ

う
い
う
子
」
が
い
ま
す
、
と

先
生
は
言
っ
た
。
そ
れ
は
も
う
、
大
変
で
。

た
ず
ね
て
み
る
と
、
入
園
式
の
た
っ
た
一
週
間
ほ
ど
ま
え
に
、
日
本
語
の
わ
か
ら
な
い
女
の

子
を
連
れ
た
夫
婦
が
来
た
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
仮
に
、そ
の
子
の
名
前
を
「
は
な
」
と
す
る
。

「
は
な
」
は
、そ
れ
ま
で
、東
南
ア
ジ
ア
の
Ａ
国
で
、Ａ
国
の
家
族
の
も
と
で
育
っ
て
き
た
。
だ
が
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
だ
っ
た
母
親
が
日
本
人
男
性
と
再
婚
し
、
二
人
は
「
は
な
」
を
連
れ
て
日
本

で
暮
ら
す
こ
と
を
決
め
た
。
幼
稚
園
は
入
園
を
み
と
め
、
そ
れ
か
ら
す
で
に
一
か
月
く
ら
い
経
っ

た
が
、
も
う
毎
日
毎
日
、
困
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
と
園
長
先
生
は
言
う
。
い
わ
く
、

一
．�

身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
対
応
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
指
示
を
伝
え
た
ら
い
い
の
か
迷
う
。

二
．�

自
分
た
ち
に
は
、
そ
の
子
の
母
国
で
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て
知
識
が
な
い
。
絵
を
描
く

こ
と
や
、
は
さ
み
の
使
い
か
た
な
ど
で
、
他
の
子
ど
も
た
ち
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
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（
Ｆ
）「
ら
れ
る
」

１　

も
う
す
ぐ
先
生
が
来
ら
れ
る
そ
う
だ
。

２　

先
生
に
叱
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
い
。

３　

今
夜
は
ぐ
っ
す
り
寝
ら
れ
る
と
い
い
な
。

４　

み
ん
な
に
認
め
ら
れ
る
ま
で
努
力
し
よ
う
。

問
４�　

傍
線
部（
Ｃ
）「
ど
っ
ち
が
正
し
い
と
も
言
え
な
い
」
の
は
な
ぜ
か
。
父
ち
ゃ
ん
と
母
ち
ゃ

ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
と
と
も
に
書
き
な
さ
い
。

問
５�　

傍
線
部
（
Ｇ
）「
煙け
む

に
巻
い
て
」・（
Ｈ
）「
た
し
な
め
た
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な

も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
Ｇ
）「
煙け
む

に
巻
い
て
」

１　

怒
ら
せ
て　
　

２　

戸
惑
わ
せ
て　
　

３　

笑
わ
せ
て　
　

４　

泣
か
せ
て

（
Ｈ
）「
た
し
な
め
た
」

１　

つ
ぶ
や
い
た　
　

２　

機
嫌
を
取
っ
た　
　

３　

注
意
し
た　
　

４　

指
図
し
た

問
６�　

次
の
選
択
肢
か
ら
、本
文
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

茂
樹
は
、
い
つ
も
は
温
厚
だ
が
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
す
ぐ
感
情
的
に
な
る
。

２　

智
栄
は
、
こ
の
日
は
普
段
と
違
っ
て
機
嫌
が
悪
い
。

３　

清
太
は
、
幼
稚
で
調
子
に
乗
り
や
す
い
。

４　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
ケ
イ
は
厳
し
く
、
富
枝
は
優
し
い
人
物
で
あ
る
。

問
７�　

清
太
た
ち
一
家
は
、「
父
ち
ゃ
ん
」
の
妹
一
家
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。
本
文
に
出
て

く
る
人
物
を
す
べ
て
挙
げ
、
親
子
・
き
ょ
う
だ
い
・
夫
婦
な
ど
の
関
係
を
説
明
し
な
さ
い
。

文
章
で
書
い
て
も
、
系
図
な
ど
を
用
い
て
も
、
方
法
は
問
わ
な
い
。
名
前
の
わ
か
っ
て
い

る
人
物
は
名
前
を
、
名
前
の
わ
か
ら
な
い
人
物
に
つ
い
て
は
本
文
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現

を
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
て
書
き
な
さ
い
。

第
二
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
６
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

夢
想
と
現
実
と
の
〈
あ
い
だ
〉
に
あ
る
遊

（
Ａ
）

び
も
ま
た
、
物
語
す
な
わ
ち
文
学
と
同
様
に
、
わ

れ
わ
れ
を
「
あ
ち
ら
の
世
界
」
へ
と
連
れ
て
行
く
た
め
に
存
在
す
る
と
は
言
え
な
い
か
。
遊
び

は
内
的
現
実
と
外
的
現
実
と
の
あ
い
だ
に
挟
ま
っ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
、
子
供
を
守
る
。

遊
び
が
客
観
的
現
実
と
主
観
的
現
実
を
結
ぶ
通
路
だ
と
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
目
的
地
に

向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
道
、
ぴ
ん
と
張
り
つ
め
た
糸
の
よ
う
な
、
そ
れ
こ
そ
「

（
Ｂ
）遊

び
」
の

な
い
一
本
道
で
は
な
い
。
そ
れ
は

Ｃ
「
遊
び
」だ
ら
け
の
迂う

回か
い

路ろ

な
の
だ
。
曲
が
り
く
ね
り
、

途
中
で
何
度
も
幾
重
に
も
枝
分
か
れ
し
、
そ
こ
を

Ｄ

歩
い
て
い
る
と
次
か
ら
次
へ
と
興
味

深
い
光
景
が
目
に
入
り
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
足
を
止
め
て
は
、
自
分
が
ど
こ
か
に
行
く
の
か
忘
れ

て
風
景
に
見
と
れ
る
。
か
と
思
え
ば
、
不
意
に
、
楽
し
い
の
か
つ
ら
い
の
か
何
だ
か
わ
か
ら
な

い
け
れ
ど
湧
き
上
が
る
も
の
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
、

Ｅ

駆
け
出
し
、
横
を
見
た
ら
、
そ
し

そ
れ
こ
そ
「
遊
び
」
が
あ
る
の
だ
。
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り
合
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
わ
れ
わ

れ
が
自
分
の
肌
を
脱
ぎ
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
（
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
死
ん
で
し

ま
う
）、
お
の
れ
の
「
人
生
」
か
ら
一
時
で
あ
れ
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

は
決
し
て
他
人
の
立
場
に
身
を
置
い
て
そ
の
人
生
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
し
、

そ
も
そ
も
そ
ん
な
必
要
も
感
じ
な
い
だ
ろ
う
。
想
像
力
が
自
由
に
動
き
回
る
た
め
に
は
、
想
像

力
が
入
り
こ
め
る
だ
け
の
、
隙
間
、「
遊
び
」
が
、
わ
れ
わ
れ
と
わ
れ
わ
れ
自
身
と
の
あ
い
だ
に

必
要
な
の
だ
。
他
者
に
な
る
こ
と
、他
者
の
な
か
に
身
を
滑
り
こ
ま
せ
る
こ
と
。
よ
く
考
え
れ
ば
、

こ
れ
は
遊
ぶ
と
き
に
子
供
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
子
供
た
ち
は
本
能
的
に
、
わ
れ
わ
れ

の
誰
も
が
み
ず
か
ら
の
存
在
と
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、

そ
の
隙
間
を
通
っ
て
自
分
の
外
に
抜
け
出
し
、
他
者
の
中
に
す
っ
と
入
り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
。

�

（
小
野
正
嗣
「
世
界
文
学
の
時
代
へ
」
よ
り
）

（
原
注�

）
カ
フ
カ
「
巣
造
り
」
柴
田
翔
訳
、
平
野
嘉
彦
編
『
カ
フ
カ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
２
巻
、

ち
く
ま
文
庫
、
２
０
０
８
年
、
２
７
４
頁
。

問
１�　

傍
線
部
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
の
よ
う
に
、
本
文
中
の
「
遊
び
」
と
い
う
語
に
は
「　

」（
鉤か
ぎ�

括か
っ

弧こ

）
の
つ
く
も
の
と
つ
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
両
者
の
相
違
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
な
さ
い
。

問
２�　

空
欄

Ｃ

・

Ｄ

・

Ｅ

・

Ｆ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次

の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ｃ

１
い
ち
ず
に　

２
さ
す
が
に　

３
し
っ
か
り　

４
せ
め
て　
　
　

５
む
し
ろ

Ｄ

１
き
び
き
び　

２
す
た
す
た　

３
と
ぼ
と
ぼ　

４
ぶ
ら
ぶ
ら　
　

５
よ
ろ
よ
ろ

Ｅ

１
こ
と
り
と　

２
ざ
っ
と　
　

３
せ
っ
せ
と　

４
ぴ
し
ゃ
り
と　

５
わ
っ
と

Ｆ

１
か
な
り　
　

２
し
か
し　
　

３
ぜ
ひ　
　
　

４
た
と
え　
　
　

５
た
と
え
ば

問
３�　

傍
線
部
（
Ｇ
）「
警
告
」
の
内
容
を
、
本
文
中
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
簡
潔
に
説
明
し
な

さ
い
。

問
４�　

傍
線
部
（
Ｈ
）「
ど
う
し
て
子
供
た
ち
は
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
、

こ
の
文
章
は
ど
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
か
。
本
文
に
即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
５�　

傍
線
部
（
Ｉ
）「
か
り
そ
め
の
」・（
Ｊ
）「
い
や
お
う
な
く
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
Ｉ
）　
１　

一
時
的
な　
　
　
　
　

２　

偽
り
の　

　
　
　

３　

現
実
で
は
な
い　
　
　

４　

自
分
の
も
の
に
は
な
ら
な
い　

（
Ｊ
）　
１　

よ
か
れ
あ
し
か
れ　
　

２　

一
も
二
も
な
く　
　

　
　
　

３　

有
無
を
言
わ
せ
ず　
　

４　

是
が
非
で
も　

問
６�　
「
文
学
」
と
「
子
ど
も
の
遊
び
」
の
共
通
点
を
、
本
文
に
即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

て
前
に
も
後
ろ
に
も
友
達
が
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
笑
っ
て
、
ま
た
走
り
出
し
、
も
う
ど
こ
か
に

行
く
こ
と
な
ん
て
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て
い
る

―
そ
ん
な
行
き
着
く
こ
と
よ
り
も
、
ど
こ
か

と
ど
こ
か
の
〈
あ
い
だ
〉
に
あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
よ
う
な
、そ
ん
な
い
く
つ
も
の
小
さ
な
道
。

そ
の
不
思
議
な
迂
回
路
は
、
先
に
待
ち
か
ま
え
る
苛
酷
な
現
実
に
、

Ｆ

そ
れ
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
い
の
だ
と
し
て
も
、
対
抗
す
る
た
め
の
力
を
た
く
わ
え
る
時
間
を
与
え
て
く
れ
る
。

し
か
し
こ
の
道
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
心
の
う
ち
？　

そ
れ
と
も
外
の
世
界
？　

遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
供
が
意
識
的
に
、
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
望
ん
で
い
る
の
は
た

だ
、
こ
の
道
が
い
つ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
続
く
こ
と
だ

―
そ
れ
は
カ
フ
カ
の
「
巣
造
り
」
と

い
う
作
品
に
お
い
て
の
語
り
手
の
「
私
」
が
暮
ら
す
「
巣
穴
」
に
は
り
巡
ら
さ
れ
た
回
廊
や
、

そ
こ
か
ら
伸
び
て
い
く
坑
道
に
似
て
い
な
く
も
な
い
。「
私
」
は
不
安
に
苛さ
い
な

ま
れ
な
が
ら
も
、「
巣

穴
」
の
全
能
性
を
、
そ
し
て
そ
こ
に
生
き
る
お
の
れ
の
全
能
性
を
信
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

「
私
は
子
ど
も
同
様
の
軽
率
さ
で
日
々
を
送
り
、
男
盛
り
の
年
月
を
子
ど
も
っ
ぽ
い
遊
び
で
浪
費

し
、
危
険
の
考
察
に
際
し
て
も
な
お
そ
れ
と
戯
れ
る
ば
か
り
で
、
現
実
の
危
険
に
つ
い
て
現
実

的
に
考
え
る
こ
と
を
怠
っ
て
き
た
。
し
か
も
警

（
Ｇ
）

告
に
は
事
欠
い
て
い
な
か
っ
た
の
に（
原
注
）」。「
私
」

に
と
っ
て
も
巣
を
造
る
こ
と
は
も
し
か
し
た
ら
遊
び
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
に
没
頭
し
て
い
れ
ば
、「
現
実
の
危
険
に
つ
い
て
現
実
的
に
考
え
る
こ
と
」
を
せ
ず
に
す
む
。

遊
び
の
な
か
で
子
供
は
自
分
が
全
能
で
不
死
身
だ
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
巣
造
り
」
が
文

学
を
書
く
と
い
う
営
為
に
つ
い
て
の
物
語
と
し
て
読
め
る
と
す
れ
ば
、
文
学
を
書
く
こ
と
は
、

遊
び
の
一
種
で
あ
る
。

「
巣
造
り
」
の
「
私
」
は
、
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
て
く
る
雑
音
で
現
実
に
目
覚
め
る
。
遊
ん
で

い
る
子
供
た
ち
も
「
お
う
ち
に
帰
り
な
さ
い
」、「
ご
は
ん
よ
」
と
い
う
母
の
声
に
よ
っ
て
、
い

や
い
や
な
が
ら
遊
び
を
や
め
て
、
現
実
に
連
れ
戻
さ
れ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
を
現
実
に
連
れ

戻
す
の
は
、
や
さ
し
い
母
の
声
だ
け
で
は
な
い
。
も
っ
と
お
ぞ
ま
し
く
現
実
か
ら
聞
こ
え
て
く

る
雑
音
が
あ
る
。
遊
び
は
わ
れ
わ
れ
の
人
間
の
生
そ
の
も
の
で
あ
る
。
生
を
破
壊
し
よ
う
と
す

る
現
実
に
、
子
供
た
ち
は
遊
び
に
よ
っ
て
必
死
で
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
＝『
シ
ョ
ア
』に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
供
た
ち
を
研
究
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・

エ
イ
ゼ
ン
は
、
膨
大
な
証
言
か
ら
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ゲ
ッ
ト
ー
や
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
絶
滅
収
容

所
に
お
い
て
、
ガ
ス
室
へ
と
続
く
列
の
な
か
で
さ
え
、
子
供
た
ち
が
驚
く
べ
き
想
像
力
を
発
揮

し
て
遊
び
つ
づ
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
苛
酷
な
現
実
の
た
だ
な
か
で
、
ど

（
Ｈ
）

う

し
て
子
供
た
ち
は
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

子
供
た
ち
の
周
囲
の
現
実
は
地
獄
で
あ
る
。
現
実
に
は
ど
こ
に
も
逃
げ
場
が
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
子
供
た
ち
は
想
像
力
に
よ
っ
て
避
難
す
る
場
所
を
、
か

（
Ｉ
）

り
そ
め
の
も
の
だ
と
わ
か
っ
て
い

て
も
作
ら
な
く
て
い
け
な
い
の
だ
。
そ
の
と
き
遊
ぶ
こ
と
は
抵
抗
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で

遊
ぶ
と
は
死
と
戦
う
こ
と
だ
か
ら
だ
。
遊
び
は
つ
ね
に
生
の
側
に
あ
る
。
ゲ
ッ
ト
ー
や
絶
滅
収

容
所
が
人
間
か
ら
人
間
性
を
剝は
く
だ
つ奪

す
る
場
所
で
あ
る
以
上
、
遊
び
が
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
る

た
め
の
最
後
の
拠よ

り
ど
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

く
り
返
す
が
、
文
学
が
や
っ
て
い
る
こ
と
も
、
子
供
に
と
っ
て
の
遊
び
と
基
本
的
に
は
な
ん

ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
想
像
力
の
動
き
が
よ
り
大
き
く
、
よ
り
精
緻
に
、

よ
り
複
雑
に
、
よ
り
構
造
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
遊
び
が　

子
供
に
と
っ
て
不
可
欠
な
よ
う
に
、
文
学
に
代
表
さ
れ
る
創
造
的
活
動
、
芸
術
は
、
人
間
が
人

間
で
あ
る
た
め
に
不
可
欠
な
本
質
的
活
動
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
の
マ
ー
サ
・
ヌ
ス
バ
ウ
ム
は
、
宗
教
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
人
種
、
階
級
、

国
民
性
な
ど
の
差
異
を
持
つ
人
々
を
理
解
す
る
た
め
に
、
文
学
が
最
良
の
手
段
を
提
供
し
て
く

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
文
学
は
他
者
の
立
場
に
身
を
置
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
か
ら

だ
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
学
作
品
と
い
う
虚
構
の
世
界
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い

（
Ｊ
）

や
お
う
な
く

結
び
つ
け
ら
れ
た
「
い
ま
と
こ
こ
」
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
外
に
連
れ
出
し
て
く
れ
る
。
作
品
を
読

み
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
登
場
人
物
に
一
体
化
し
て
、
そ
の
感
情
や
思
考
を
わ
が
も
の
の
よ
う

に
感
じ
た
り
、
語
り
手
の
視
線
に
自
分
の
視
線
を
重
ね
合
わ
せ
た
り
し
て
い
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア

出
身
の
文
学
理
論
研
究
者
の
ト
マ
ス
・
パ
ヴ
ェ
ル
は
、
虚
構
の
世
界
と
い
う
も
の
は
、「
わ
た
し
」

と
そ
の
「
人
生
」
と
の
あ
い
だ
の
「
差
」、「
隔
た
り
」
に
対
す
る
応
答
で
あ
る
、
と
興
味
深
い

こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
一
人
一
人
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た「
人
生
」を
生
き
て
い
る
。

他
者
の
目
に
映
る
、こ
の
「
人
生
」
を
送
っ
て
い
る
者
が
、は
た
し
て
「
わ
た
し
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

ど
う
も
ち
が
う
よ
う
な
の
だ
。
こ
の
「
人
生
」
と
「
わ
た
し
」
と
の
あ
い
だ
に
は
、隙
間
、ず
れ
、
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第
一
問　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
７
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

「
父
ち
ゃ
ん
、
い
つ
帰
っ
て
く
る
の
か
な
」

部
屋
で
書
き
も
の
を
し
て
い
る
母
ち
ゃ
ん
に
、
清せ
い

太た

は
訊き

い
た
。
新
学
期
が
は
じ
ま
っ
て
、

も
う
二
週
間
が
経

（
ア
）

と
う
と
し
て
い
る
。

「
き
っ
と
お
仕
事
が
立
て
込
ん
で
る
の
よ
。
東
京
に
行
く
と
、
い
つ
も
な
か
な
か
帰
ら
な
い
で

し
ょ
」

小
金
井
も
東
京
都
な
の
だ
け
れ
ど
、
こ
の
辺
の
人
た
ち
は
、
都
心
部
に
行
く
こ
と
を
、
な
ぜ

か
「
東
京
に
行
く
」
と
言
う
。

「
心
配
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
う
ん
。
だ
っ
て
、
お
母
ち
ゃ
ん
は
お
父
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、
信
頼
し
て
い
る
か
ら
ね
」

変
な
理
由
だ
な
、
と
思
っ
た
。
信
頼
し
て
い
て
も
、
大
事
な
人
な
ら
帰
っ
て
こ
な
い
と
心
配

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
清
太
は

Ａ

。

「
図
書
室
が
ね
、
来
年
に
は
で
き
る
っ
て
。
楽
し
み
ね
。
お
父
ち
ゃ
ん
か
ら
も
、
本
棚
に
入
れ

た
ら
い
い
本
を
挙

（
イ
）

げ
て
も
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
」

母
ち
ゃ
ん
は
言
っ
て
、
ニ
ッ
と
笑
っ
た
。

「
で
も
ね
、
小
学
生
に
は
難
し
い
本
ば
っ
か
り
。
そ
れ
と
、
原
爆
関
連
の
本
と
か
ね
」

清
太
は
「
あ
ぁ
」
と
苦
く
笑
う
。
前
に
、
父
ち
ゃ
ん
と
母
ち
ゃ
ん
が
大お
お

喧げ
ん

嘩か

し
た
写
真
雑
誌

だ
ろ
う
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
七
年
後
に
は
じ
め
て
出
版
さ
れ
た
、
原
爆
被
害
の
様
子
を
写
し
た
も
の
だ
。

そ
れ
ま
で
ク

（
ウ
）

ワ
し
い
被
害
は
フ

（
エ
）

せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
人
々
は
大
き
な
シ

（
オ
）

ョ
ウ
ゲ
キ
を
受
け
た
。

父
ち
ゃ
ん
は
、
放
送
局
の
知
り
合
い
か
ら
そ
の
雑
誌
を
借
り
た
と
い
っ
て
持
ち
帰
っ
た
の
だ
け

れ
ど
、
こ
れ
を
見
た
清
太
は
そ
の
日
か
ら
ひ
と
月
ば

（
Ｂ
）

か
り
怖
い
夢
を
見
て
う
な
さ
れ
続
け
た
。

母
ち
ゃ
ん
が
、
な
ん
で
子
供
に
見
せ
る
ん
だ
、
と
鬼
み
た
い
な
真
っ
赤
な
顔
で
怒
っ
て
、
父
ち
ゃ

ん
は
、
子
供
に
こ
そ
見
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
、
と
言
い
返
し
て
い
た
。

「
こ
れ
は
実
際
あ
っ
た
こ
と
な
ん
だ
。
清
太
と
同
じ
く
ら
い
の
子
供
も
被
害
に
遭
っ
て
る
。
も

う
二
度
と
こ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
隠
し
ち
ゃ
い
け
ね
ぇ
ん
だ
。
こ
こ
で
蓋

（
カ
）

を
し
て
な
か
っ
た
こ
と
に
す
り
ゃ
、
忘
れ
た
頃
に
繰
り
返
す
ん
だ
よ
」

父
ち
ゃ
ん
と
母
ち
ゃ
ん
は
仲
が
い
い
か
ら
、
清
太
が
知
っ
て
い
る
大
き
な
喧
嘩
は
、
こ
の
一

度
き
り
だ
。
間
に
入
っ
た
富と
み

枝え

お
祖ば

あ母
ち
ゃ
ん
が
、「
ど

（
Ｃ
）

っ
ち
が
正
し
い
と
も
言
え
な
い
よ
」
と

困
っ
て
い
た
か
ら
、父
ち
ゃ
ん
の
行
い
は
、よ
く
な
い
こ
と
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
。

「
権ご
ん

蔵ぞ
う

さ
ん
の
正
直
な
と
こ
ろ
を
私
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
今
回
の
よ
う
な
こ
と
は
、

事
前
に
ひ
と
言
相
談
し
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
」

そ
の
と
き
母
ち
ゃ
ん
が
フ

（
キ
）

ル
え
な
が
ら
言
っ
て
い
た
姿
を
、
清
太
は
覚
え
て
い
る
。

晩
ご
飯
だ
と
呼
ば
れ
て
清
太
が
一
階
に
下
り
る
と
、
食
卓
に
は
、
魚
の
煮
付
け
と
味み

噌そ

汁し
る

、

そ
れ
と
電
気
パ
ン
焼
き
器
で
焼
い
た
パ
ン
が
並
ん
で
い
た
。

「
味
噌
汁
に
パ
ン
な
の
？　

合
わ
な
い
よ
」

智と
も

栄え

が

Ｄ

。

「
ぜ
い
た
く
言
わ
な
い
の
。
凶

（
ク
）

作
で
お
米
が
手
に
入
ら
な
い
ん
だ
か
ら
、
が
ま
ん
し
て
ち
ょ
う

だ
い
」

朝と
も

子こ

叔お

ば母
ち
ゃ
ん
が
、
味
噌
汁
を
よ
そ
い
な
が
ら
返
し
た
。

「
食
堂
で
は
お
米
炊
い
て
出
し
て
る
の
に
？
」

「
あ
れ
だ
っ
て
外
米
な
の
よ
。
お
客
さ
ん
に
も
が
ま
ん
し
て
も
ら
っ
て
る
の
」

「
な
ら
、
お
客
さ
ん
に
パ
ン
を
出
せ
ば
い
い
の
に
」

智
栄
は
言
っ
て
、
箸
で
乱
暴
に
パ
ン
を
刺
し
た
。

「
こ
れ
っ
、
お
行
儀
悪
い
っ
。
食
べ
物
を
箸
で
刺
す
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
罰
当
た
り
だ
ろ
」

ケ
イ
婆
さ
ん
が
、
ぺ
し
っ
と
智
栄
の
手
を
叩た
た

く
や

（
Ｅ
）

、
彼
女
は
箸
を
放
り
出
し
、「
も
う
、
い
ら

な
い
」
と
席
を
立
と
う
と
し
た
。

「
短
気
を
起
こ
さ
な
い
の
よ
。
今
年
は
凶

（
ク
）

作
だ
け
ど
、
来
年
は
き
っ
と
大
丈
夫
よ
。
た
く
さ
ん

お
米
が
食
べ
ら

（
Ｆ
）

れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
よ
」

母
ち
ゃ
ん
が
な
だ
め
る
と
、
智
栄
は
ひ
ど
い
剣
幕
で
言
い
返
し
た
の
だ
。

「
伯お

ば母
ち
ゃ
ん
は
い
っ
つ
も
、『
き
っ
と
大
丈
夫
。
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
』
っ
て
言
う
け
ど
、

全
然
そ
う
な
ら
な
い
よ
ね
。
大
人
は
み
ん
な
嘘う
そ

ば
っ
か
」

な
ん
で
こ
こ
ま
で
機
嫌
が
悪
い
の
だ
ろ
う
と
、
さ
す
が
に
清
太
は
不
思
議
に
思
う
。

「
さ
っ
き
さ
、母
ち
ゃ
ん
と
言
い
合
い
し
て
た
ん
だ
よ
ね
、姉
ち
ゃ
ん
。
自
分
の
部
屋
が
ほ
し
い
、

来
年
か
ら
中
学
な
の
に
、
っ
て
」

隣
に
座
っ
た
茂し
げ

生お

が
耳
打
ち
し
て
き
た
。

「
だ
か
ら
あ
あ
や
っ
て
、
因い
ん
ね
ん縁

つ
け
て
ん
だ
よ
」

茂
生
は
、
こ
の
「
因
縁
を
つ
け
る
」
と
い
う
言
い
回
し
を
父
ち
ゃ
ん
に
教

（
ケ
）

わ
っ
て
か
ら
と
い

う
も
の
、気
に
入
っ
て
よ
く
使
っ
て
い
る
。
特
に
い
じ
め
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、「
そ
う
や
っ

て
他
人
に
因
縁
つ
け
る
の
は
、
自
分
に
不
満
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
キ
ザ
っ
た
ら
し
く
言
っ
て
は

相
手
を
煙

（
Ｇ
）

に
け
む

巻
い
て
い
る
。

茂し
げ

樹き

叔お

じ父
ち
ゃ
ん
が
店
か
ら
上
が
っ
て
き
て
、

「
今
日
も
よ
く
働
い
た
な
ー
」

と
、
伸
び
を
し
て
か
ら
食
卓
に
つ
き
、
ピ
リ
ピ
リ
し
た
雰
囲
気
を
嗅
ぎ
取
っ
た
の
か
、

「
お
や
？
」

と
、
み
ん
な
を
見
渡
し
た
。

「
姉
ち
ゃ
ん
が
、
夕
飯
に
不
満
が
あ
る
み
た
い
だ
よ
」

す
か
さ
ず
茂
生
が
告
げ
口
す
る
。

「
や
っ
ぱ
り
パ
ン
と
煮
付
け
は
合
わ
な
い
か
な
」

叔
父
ち
ゃ
ん
は
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
る
。

「
さ
、
揃そ
ろ

っ
た
ね
。
い
た
だ
き
ま
す
」

朝
子
叔
母
ち
ゃ
ん
が
智
栄
に
構
わ
ず
言
い
、
み
ん
な
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
声
を
揃
え
た
。

箸
を
と
る
音
、
食
器
の
音
が
、
賑に
ぎ

や
か
に
立
ち
は
じ
め
る
。
け
れ
ど
智
栄
は
、
ふ
く
れ
っ
面
の

ま
ま
食
べ
よ
う
と
し
な
い
。

「
智
栄
、
食
べ
な
さ
い
」

富
枝
お
祖
母
ち
ゃ
ん
が
小
声
で
た

（
Ｈ
）

し
な
め
た
。

「
ほ
っ
と
い
て
い
い
わ
よ
、
母
さ
ん
。
わ
が
ま
ま
娘
に
あ
げ
る
ご
飯
は
あ
り
ま
せ
ん
」

朝
子
叔
母
ち
ゃ
ん
が
言
う
と
、
智
栄
が
キ
ッ
と
目
を
上
げ
て
嚙か

み
つ
い
た
。

「
友
達
は
み
ん
な
、
自
分
の
部
屋
が
あ
る
ん
だ
よ
」

「
み
ん
な
っ
て
誰
？　

そ
の
子
た
ち
を
全
員
こ
こ
へ
連
れ
て
き
た
ら
考
え
て
あ
げ
る
よ
」

な
か
な
か
う
ま
い
切
り
返
し
だ
ね
、
と
茂
生
が
ま
た
茶
化
す
み
た
い
に
さ
さ
や
い
た
。

「
な
ん
だ
、
そ
れ
で
臍へ
そ

を
曲
げ
て
ん
の
か
。
お
義か

あ母
さ
ん
の
部
屋
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
る
ん

だ
か
ら
、
そ
れ
で
十
分
だ
ろ
？
」

茂
樹
叔
父
ち
ゃ
ん
が
言
い
、

「
そ
う
よ
。
私
、
智
栄
と
一
緒
で
楽
し
い
わ
よ
」

富
枝
お
祖
母
ち
ゃ
ん
が
微ほ
ほ

笑え

み
か
け
る
。
そ
れ
な
の
に
智
栄
は
、

Ｉ

の
だ
。

「
で
も
勉
強
机
も
置
け
な
い
し
、
そ
れ
に
あ
の
部
屋
、
西
日
が
当
た
っ
て
暑
い
か
ら
嫌
だ
」

「
西
日
っ
て
…
…
。
あ
ん
た
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
遊
び
に
出
て
る
じ
ゃ
な
い
の
よ
」

朝
子
叔
母
ち
ゃ
ん
が
、

Ｊ

。

「
そ
し
た
ら
さ
、
真
ん
中
の
、
母
ち
ゃ
ん
の
部
屋
に
引
っ
越
せ
ば
い
い
よ
、
あ
の
部
屋
は
南
に

し
か
窓
が
な
い
か
ら
過
ご
し
や
す
い
は
ず
だ
よ
」

茂
樹
叔
父
ち
ゃ
ん
は
取
り
な
し
、ケ
イ
婆
さ
ん
に
も
「
頼
む
よ
、母
ち
ゃ
ん
」
と
、頭
を
下
げ
た
。

ケ
イ
婆
さ
ん
は
い
い
と
も
嫌
だ
と
も
言
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
智
栄
の
不
服
が
収
ま
る

な
ら
仕
方
な
い
、
と
い
っ
た
顔
で
う
な
ず
い
た
。
ケ
イ
婆
さ
ん
は
茂
樹
叔
父
ち
ゃ
ん
に
は
唯
一

優
し
い
の
だ
。

「
そ
れ
は
、
や
だ
」

智
栄
が
、
さ
っ
き
ケ
イ
婆
さ
ん
に
叩
か
れ
た
手
の
甲
を
さ
す
り
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ケ
イ
お
祖
母
ち
ゃ
ん
と
一
緒
は
や
だ
」

「
な
ん
で
だ
。
あ
の
部
屋
は
居
心
地
い
い
ぞ
」

「
だ
っ
て
ケ
イ
お
祖
母
ち
ゃ
ん
、
臭
い
ん
だ
も
ん
」

そ
の
瞬
間
、
茂
樹
叔
父
ち
ゃ
ん
の
顔
か
ら
、
サ
ー
ッ
と
音
を
立
て
て
笑
み
が
消
え
た
。

「
智
栄
っ
、
な
ん
て
こ
と
言
う
の
っ
！
」

朝
子
叔
母
ち
ゃ
ん
が
怒
鳴
り
つ
け
、
ほ
と
ん
ど
同
時
に
茂
樹
叔
父
ち
ゃ
ん
が
立
ち
上
が
っ
た
。

大
股
で
智
栄
に
寄
る
と
、
叔
父
ち
ゃ
ん
は
左
手
を
振
り
上
げ
た
。
パ
シ
ッ
と
い
う
乾
い
た
音
が

響
き
渡
る
。

智
栄
が
右
の
頬ほ
お

を
押
さ
え
て
、
目
を
大
き
く
見
開
い
て
い
る
。
大
人
た
ち
は
み
ん
な
、
今
、

目
の
前
で
起
こ
っ
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
顔
で
茂
樹
叔
父
ち
ゃ
ん
を
見
詰
め
て

い
る
。

「
撲ぶ

っ
た
？　

父
ち
ゃ
ん
、
今
、
撲
っ
た
よ
な
」

茂
生
だ
け
が
興
奮
し
た
様
子
で
伸
び
上
が
る
。
そ
の
声
で
正
気
付
い
た
の
か
、
呆ぼ
う
ぜ
ん然

と
し
て

い
た
智
栄
の
顔
が
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
歪ゆ
が

ん
だ
。
あ
、
泣
く
か
も
し
れ
な
い
、
と
清
太
が
恐
れ
る

間
も
な
く
、ワ
ー
ッ
と
声
を
あ
げ
て
、隣
に
座
っ
て
い
た
富
枝
お
祖
母
ち
ゃ
ん
に
し
が
み
つ
い
た
。

茂
樹
叔
父
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
左
手
を
不
思
議
そ
う
に
見
詰
め
て
佇た
た
ず

ん
で
い
る
。

「
今
の
は
仕
方
な
い
よ
、
智
栄
が
よ
く
な
い
」

朝
子
叔
母
ち
ゃ
ん
が
冷
た
い
声
で
言
い
、
智
栄
の
泣
き
声
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
た
。
富
枝

お
祖
母
ち
ゃ
ん
も
、
智
栄
を
抱
き
寄
せ
て
は
い
た
け
れ
ど
、
ナ

（
コ
）

グ
サ
め
る
よ
う
な
こ
と
は
言
わ

な
か
っ
た
。
母
ち
ゃ
ん
も
黙
っ
て
い
る
。

�

（
木
内
昇
『
か
た
ば
み
』
よ
り
）

問
１�　

傍
線
部
（
ア
）
～
（
コ
）
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

（
ア
）
経
（
と
う
）　
　
　
　
（
イ
）
挙
（
げ
て
）　
　
（
ウ
）
ク
ワ
（
し
い
）

（
エ
）
フ
（
せ
ら
れ
て
）　
　
（
オ
）
シ
ョ
ウ
ゲ
キ　
　
（
カ
）
蓋

（
キ
）
フ
ル
（
え
な
が
ら
）　
（
ク
）
凶
作　
　
　
　
　
（
ケ
）
教
（
わ
っ
て
）

（
コ
）
ナ
グ
サ
（
め
る
）

問
２�　

Ａ

・

Ｄ

・

Ｉ

・

Ｊ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

目
頭
を
押
さ
え
る　
　

２　

目
か
ら
鼻
に
抜
け
る　
　

３　

耳
目
を
集
め
る

４　

牛
耳
を
執
る　
　
　
　

５　

口
を
尖と
が

ら
せ
る　
　
　
　

６　

口
を
添
え
る

７　

口
の
端
に
上
る　
　
　

８　

歯
に
衣き
ぬ

着
せ
ぬ　
　
　
　

９　

歯
牙
に
も
か
け
な
い

10　

頭か
ぶ
りを

振
る　
　
　
　
　

11　

首
を
ひ
ね
る　
　
　
　
　

12　

雁が
ん
く
び首

を
揃そ
ろ

え
る

13　

肩
を
持
つ　
　
　
　
　

14　

肩
を
す
く
め
る　
　
　
　

15　

腕
を
振
る
う

16　

触
手
を
伸
ば
す

問
３�　

傍
線
部
（
Ｂ
）「
ば
か
り
」、（
Ｅ
）「
や
」、（
Ｆ
）「
ら
れ
る
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
、

次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
Ｂ
）「
ば
か
り
」

１　

母
は
妹
ば
か
り
可
愛
が
る
。

２　

あ
の
家
は
建
っ
た
ば
か
り
だ
。

３　

宿
題
が
ま
だ
半
分
ば
か
り
残
っ
て
い
る
。

４　

ダ
メ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
口
調
だ
ね
。

（
Ｅ
）「
や
」

１　

演
奏
が
終
わ
る
や
い
な
や
、
観
客
は
一
斉
に
立
ち
上
が
っ
た
。

２　

た
ん
ぽ
ぽ
や
れ
ん
げ
草
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
花
が
野
原
一
面
に
咲
い
て
い
る
。

３　

君
が
来
な
い
な
ん
て
つ
ま
ら
な
い
や
。

４　

必
ず
や
成
功
し
て
み
せ
る
。
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[Ａ日程解答]　

【₁】

問₁　１．③　　　２．③　　　３．④

問２　１．③　　　２．④　　　３．③　　　４．②

【₂】

問₁　【評価基準】

　　・�様々な種類のスマートフォンケースがあること
を理解した上で解答できている。

　　・�日常生活で自分が使用している、または使用し
たいケースの例を挙げ、その特徴（デザイン、色、
材質、用途など）について説明できている。

　　・�そのスマートフォンケースの特にどのような点
を気に入っているかを述べている。

問２　１．③　　　２．⑤　　　３．⑥

【₃】

問１　１．④　　　２．①

問２　１．③　　　２．②

問３　１．Ａ②　Ｂ①　　　２．Ａ④　Ｂ②

問４　１．②　　　２．③　　　３．③

問５　１．②　　　２．④　　　３．③

【₄】

問１　④

問２　�≪解答例≫盗まれた版（訳本）のマンガを提供す
るインターネット上のサイトがなければ、それ
（日本のマンガ産業）はさらに大きくなるだろう。

問３　③

問４　②

問５　�④

問６　①

問７　�１．×（第二段落）　 ２．○（第四段落）�
３．○（第五段落）

問８　�１．③（第二段落）　 ２．③（第六段落）�
３．②（第三段落）

問９　�≪解答例≫マンガの翻訳者がAIをある種の副操
縦士のように活用し、創作者（マンガ家）は新鮮
な作品を、出版社を通して世界中の読者（消費
者）に届けるという、関係者いずれもが満足で
きる（利益となる）ような仕組み。

[Ｂ日程解答]　

【₁】

問１　１．②　　　２．④　　　３．①

問２　１．①　　　２．③　　　３．①　　　４．④ 

【₂】

問₁　【評価基準】

　　・�様々なデザインの財布があることを理解した上
で解答できている。

　　・�自分が使用している、または使用したい財布の
例を挙げ、その特徴（デザイン、色、材質、機
能など）について説明できている。

　　・�その財布の特にどのような点を気に入っている
かを述べている。

問２　１．②　　　２．④　　　３．①

【₃】

問１　１．③　　　２．④

問２　１．③　　　２．①

問３　１．Ａ⑤　Ｂ②　　　２．Ａ①　Ｂ③

問４　１．①　　　２．②　　　３．③

問５　１．②　　　２．③　　　３．②
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【₄】

問１　①

問２　④

問３　③

問４　�≪解答例≫およそ12万点の収蔵品を活用するこ
とで、オリジナル商品（独自の製品）が開発され
てきた。

問５　②

問６　�①

問７　�１．○（第二段落）　 ２．×（第三段落）�
３．○（第五段落）

問８　�１．③（第二段落）　 ２．②（第三段落）�
３．②（第四段落）

問９　�≪解答例≫収益を増やすため。一般の関心を高
めること。

問10　�≪解答例≫国宝を特徴とした缶を部屋に飾るこ
と。その缶を自分の持ち物の入れ物として使う
こと。

[Ｃ日程解答]　

【₁】

問１　１．③　　　２．④　　　３．①

問２　１．②　　　２．①　　　３．④　　　４．③

【₂】

問₁　【評価基準】

　　・�様々なデザインの傘があることを理解した上で
解答できている。

　　・�自分が使用している、または使用したい傘の例
を挙げ、その特徴（デザイン、色、材質、機能など）
について説明できている。

　　・�その傘の特にどのような点を気に入っているか
を述べている。

問２　１．⑤ 　 　２．④ 　 　３．②

【₃】

問１　１．①　　　２．③

問２　１．②　　　２．③

問３　１．Ａ④　Ｂ①　　　２．Ａ②　Ｂ③

問４　１．②　　　２．③　　　３．②

問５　１．④　　　２．②　　　３．③

【₄】

問１　②

問２　③

問３　③

問４　①

問５　�≪解答例≫中に入るとすぐ、来館者は、水引で
作られた屏風と、無数の淡路結びで飾られた
カーテンのような装飾に出迎えられる。

問６　④

問７　�１．×（第三段落）　　２．○（第四段落） �
３．○（第五段落）

問８　�１．③（第一段落）　　２． ②（第二段落）�
３．④（第四段落）

問９　�≪解答例≫装飾品と室内装飾

問10　�≪解答例≫特別な機会のためだけではなく、日
常生活のためのものになってほしい。

※�「思考力・判断力・表現力」を評価するため、自らの
考えを立論し、それを表現する記述式問題を含む
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第
二
問

問
１　

よ
ろ
し
く
お　

～　

教
育
で
す
。

問
２　

日
本
語
の
わ
か
ら
な
い
子

問
３　

３

問
４　

�

４

問
５　

�

い
つ
も
、は
な
ち
ゃ
ん
の
せ
い
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
。

問
６　

濡
れ
衣ぎ
ぬ

問
７　

�

異
質
な
者
を
快
く
思
わ
ず
、
問
題
は
す
べ
て
異
質
な

者
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
悪
者
扱
い
す
る
。

問
８　

�

筆
者
に
と
っ
て
、
幼
稚
園
は
人
生
の
初
め
て
の
記
憶

の
場
所
で
あ
り
、
忘
れ
が
た
い
印
象
と
し
て
刻
み
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、成
長
し
た「
は
な
」が
、

何
も
わ
か
ら
ず
自
分
の
意
志
で
は
何
も
で
き
な
か
っ

た
幼
稚
園
の
日
々
の
記
憶
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

る
こ
と
に
な
る
か
、
筆
者
は
気
に
か
け
て
い
る
。

[

一
般
Ｃ
・
解
答
例]　

第
一
問

問
１　

�（
ア
）
ま
い
（
り
ま
し
た
）　　
（
イ
）
す
そ�

（
ウ
）
も
う
（
け
ら
れ
て
）　　
（
エ
）
被
害�

（
オ
）
皮
膚　
（
カ
）
消
耗　

�

（
キ
）
緩
（
む
）
※
表
外
字
「
弛
（
む
）」
も
可�

（
ク
）
ふ
い
ち
ょ
う　
　
（
ケ
）
き
ざ
（
し
）�

（
コ
）
貸
（
せ
る
）

問
２　

�

３

問
３　

�

①
所
長　

②
吉
岡
上
等
兵�

※
①
所
長
殿
、
②
吉
岡
、
上
等
兵
、
い
ず
れ
も
可
。

問
４　

�

日
本
軍
の
労
務
者
と
し
て
駆
り
出
さ
れ
て
い
る
部
落

の
者
た
ち
の
様
子
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
部
落
に

残
っ
て
い
る
人
々
を
安
心
さ
せ
る
こ
と

問
５　

労
務
者
を
募
集
す
る
こ
と

問
６　

�

Ｅ
＝
４　

Ｆ
＝
３　

Ｈ
＝
１

問
７　

�

怠
惰

　
問
８　

�

疲
れ
果
て
る
ま
で
体
力
を
消
耗
せ
ず
、
疲
れ
な
い
程

度
に
休
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
。
具
体
的
に
は
、

昼
寝
を
し
た
り
、
肉
体
労
働
や
駆
け
足
に
不
向
き
な

ロ
ン
ジ
ー
を
着
用
し
た
り
す
る
習
慣
が
あ
る
。

問
９　

�

①　

異
文
化
に
対
し
、
自
文
化
を
基
準
に
一
方
的
な

判
断
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
知

恵
の
集
大
成
と
し
て
理
解
す
る
態
度
が
望
ま
し
い
。　

　
　
　

�

②　
（
採
点
基
準
）
現
代
日
本
社
会
の
多
文
化
共
生

に
お
け
る
問
題
点
お
よ
び
そ
の
克
服
に
つ
い
て
、
自

身
の
考
え
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
が
的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
か
。

第
二
問

問
１　

�

黒
い
幕
が
設
置
さ
れ
、
景
色
が
歩
道
か
ら
は
っ
き
り

見
え
な
く
な
っ
た
た
め
、
車
道
に
出
て
写
真
を
撮
ろ

う
と
す
る
外
国
人
観
光
客
が
出
て
く
る
と
考
え
、
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
。

問
２　

コ
ン
ビ
ニ
の
上
に
富
士
山
が
乗
っ
た
よ
う
な
写
真

問
３　

�

４

問
４　

�

Ｄ
＝
９　
　

Ｅ
＝
５　
　

Ｆ
＝
４

問
５　

�

Ｇ
＝
１　
　

Ｈ
＝
２

問
６　

�

住
民
の
日
常
生
活
や
つ
な
が
り
が
街
の
良
さ
を
作
り

出
し
て
い
た
の
だ
が
、
地
価
の
高
騰
に
よ
り
、
市
民

が
住
め
な
い
街
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
な
ど

問
７　

�「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
も
う
一
つ
の
比
喩
は
、

「
病
気
」で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
本
文
中
に
は
な
い
が
、

「
処
方
箋
」「
対
症
療
法
」
と
い
っ
た
表
現
が
そ
れ
を

示
し
て
い
る
。

※�「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」を
評
価
す
る
た
め
、
自
ら
の

考
え
を
立
論
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
記
述
式
問
題
を
含
む
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[

一
般
Ａ
・
解
答
例]　

第
一
問

問
１　

�（
ア
）た（
と
う
）　
（
イ
）あ（
げ
て
）　
（
ウ
）詳（
し
い
）　

（
エ
）
伏
（
せ
ら
れ
て
）　
（
オ
）
衝
撃　
（
カ
）
ふ
た　

（
キ
）
震
（
え
な
が
ら
）　
（
ク
）
き
ょ
う
さ
く�

（
ケ
）
お
そ
（
わ
っ
て
）　
（
コ
）
慰
（
め
る
）

問
２　

�

Ａ
＝
11　
　

Ｄ
＝
５　
　

Ｉ
＝
10　
　
Ｊ
＝
14

問
３　

�

Ｂ
＝
３　
　

Ｅ
＝
１　
　

Ｆ
＝
３

問
４　

�

戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
子
ど
も
に
も

事
実
を
知
ら
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
父
ち
ゃ
ん
の
主
張

と
、
原
爆
の
被
害
は
大
き
す
ぎ
る
か
ら
幼
い
子
ど
も

に
見
せ
る
た
め
に
は
配
慮
が
必
要
だ
と
い
う
母
ち
ゃ

ん
の
主
張
に
は
、
ど
ち
ら
も
一
理
あ
る
か
ら
。

問
５　

�

Ｇ
＝
２　
　

Ｈ
＝
３

問
６　

４

問
７　

�

第
二
問

問
１　

�

傍
線
部
（
Ａ
）
の
よ
う
に
鉤か
ぎ

括か
っ
こ弧

の
つ
か
な
い
「
遊

び
」
と
い
う
語
は
、
鬼
ご
っ
こ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
よ

う
に
、「
仕
事
」「
勉
強
」
な
ど
現
実
の
義
務
的
な
営

み
と
対
立
す
る
、
楽
し
む
た
め
の
行
為
で
あ
る
。
一

方
、傍
線
部
（
Ｂ
）
の
よ
う
に
鉤か

ぎ

括か
っ
こ弧
の
つ
く
「
遊
び
」

と
い
う
語
は
、「
ハ
ン
ド
ル
の
遊
び
」「
ね
じ
の
遊
び
」

な
ど
の
よ
う
に
、
余
裕
を
持
た
せ
る
た
め
の
ゆ
と
り

を
指
し
て
い
る
。

問
２　

�

Ｃ
＝
５　
　

Ｄ
＝
４　
　

Ｅ
＝
５　
　

Ｆ
＝
４

問
３　

現
実
は
危
険
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
警
告

問
４　

�

現
実
は
死
が
間
近
に
迫
り
人
間
性
を
奪
い
取
る
地
獄

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
苛
酷
な
現
実
に
抵
抗
す
る
た

め
に
は
、
現
実
と
は
別
の
避
難
す
る
場
所
を
、
想
像

力
を
駆
使
し
て
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。

問
５　

�

Ｉ
＝
１　
　
Ｊ
＝
３

問
６　

�「
文
学
」
も
「
子
ど
も
の
遊
び
」
も
、
現
実
と
は
別

の
世
界
を
想
像
力
に
よ
り
作
り
出
す
も
の
で
あ
り
、

人
間
が
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
の
本
質
的
活
動
で

あ
る
。

[

一
般
Ｂ
・
解
答
例]　

第
一
問

問
１　

��（
ア
）
か
も
（
し
）　　
（
イ
）
組
織�

（
ウ
）
い
ど
う　
　
（
エ
）
う
れ
（
い
）�

（
オ
）
く
さ
（
ら
ん
で
）　　
（
カ
）
焦
（
っ
て
）�

（
キ
）
沈
（
ん
だ
）　　
（
ク
）
は
ち
あ
（
わ
せ
）�

（
ケ
）
滅
多
（
に
）　　
（
コ
）
窮
（
し
て
）

問
２　

い
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
け
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い

問
３　

Ｂ　

３　
　
　

Ｅ　

２　
　
　

Ｆ　

２

問
４　

２

問
５　

�

真
剣
に
頼
ん
で
は
、
断
ら
れ
た
と
き
に
一
層
気
ま
ず

く
み
じ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

問
６　

�

①　

昇
進
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
く
よ
く
よ
せ

ず
、
む
し
ろ
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
励
ま
そ
う

と
し
て
。　

　
　
　

�

②　

同
情
さ
れ
哀
れ
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
み

じ
め
さ
や
寂
し
さ
が
募
っ
た

問
７　

�

植
村
正
雄
と
河
島
は
営
業
局
長
の
地
位
を
争
う
ラ
イ

バ
ル
だ
っ
た
が
、
河
島
が
勝
利
を
収
め
、
お
互
い
に

居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
て
い
る
。

母
ち
ゃ
ん

富
栄

ケ
イ

権
蔵

清
太

智
栄

茂
生

朝
子

茂
樹



交通アクセス

■	渋谷駅から
	 渋谷駅→青葉台駅（約27分）
■	東京駅から
	 東京駅→大手町駅→青葉台駅（約50分）

■	池袋駅から
	 池袋駅→渋谷駅→青葉台駅（約45分）

「青葉台」駅から本学まで 東急田園都市線「青葉台」駅　バスターミナル3番のりば
東急バス「日体大」行き→「横浜美術大学（すみよし台）」下車

■	横浜駅から
	 横浜駅→長津田駅→青葉台駅（約30分）
■	新横浜駅から
	 新横浜駅→長津田駅→青葉台駅（約20分）

■	羽田空港から
	 羽田空港→横浜駅
	 →長津田駅→青葉台駅（約65分）

〒227ｰ0033  神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1204　TEL：045ｰ962ｰ2221（代）　FAX：045ｰ961ｰ7371
WEB：www.yokohama-art.ac.jp　MAIL：hamabi@yokohama-art.ac.jp


